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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
引
き

続
き
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
三
次
の
ま
ち
づ
く
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
新
年
に
あ
た

り
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
こ
れ

か
ら
も
三
次
市
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
16
年
の
合
併
か
ら
12
年
に
な
る
昨

年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、「
環
境
が
整
っ
て
き

た
」こ
と
を
実
感
し
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
し
く
建
設
し
た「
み
ら
さ
か
小
学
校
」を
含

め
た「
み
ら
さ
か
学
園
」が
４
月
に
開
校
し
、
三

次
市
が
取
り
組
む
小
中
一
貫
教
育
の
象
徴
と
も

な
っ
て
お
り
、
12
月
策
定
の「
教
育
大
綱
」に
掲

げ
た
と
お
り
、
今
後
、
市
長
と
し
て
も
よ
り
積
極

的
に
教
育
に
関
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
役
所
も
分
散
し
て
い
た
部
署
を
集

約
し
、４
月
か
ら
新
体
制
で
業
務
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
単
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
事
業
縮
小
で
は

な
い
新
た
な
視
点
で
取
り
組
む「
行
財
政
改
革
推

進
計
画
」に
よ
り
、
信
頼
さ
れ
る
行
政
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く
市
役
所

を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
待
望
の
中
国
や
ま
な
み
街
道（
中
国

横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
）が
全
線
開
通
し
、

三
次
市
は
２
本
の
高
速
道
路
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。
中
国
地
方
の
真
ん
中
と
い
う
地

理
的
条
件
に
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
利
便
性
が

加
わ
り
、
拠
点
性
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
ま
し
た
。

観
光
で
は
、
よ
り
遠
く
か
ら
三
次
市
へ
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
開
通
に
合
わ
せ
整
備
し

た「
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
」も
、９
カ
月
余
り
で
30
万

人
を
超
え
る
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
企
業
誘
致
に
あ
た
っ
て
も
拠
点
性
を
高
く
評

価
い
た
だ
き
、
誘
致
企
業
３
社
が
昨
年
操
業
を
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、三
次
駅
周
辺
で
は
新
し
い「
三
次
駅
」

や「
交
通
セ
ン
タ
ー
」が
完
成
し
、
鉄
道
と
バ
ス

と
の
新
た
な
結
節
点
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三

江
線
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
次
市
と
し
て
も
三
江

線
の
維
持
存
続
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
か
ら
は
、
沿
線
地
域
の
人
口
減
少
や
利
用

者
数
の
低
迷
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
も
聞

か
さ
れ
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
の

で
、
今
後
も
沿
線
自
治
体
等
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
は
、
こ
れ
ら
整
備
し
て
き
た
都
市
基
盤
、

生
活
基
盤
を
最
大
限
活
用
し
、
地
方
創
生
に
取
り

組
む「
三
次
創
生 

元
年
」で
す
。
三
次
市
で
は
、

既
に
平
成
26
年
に
策
定
し
た
総
合
計
画
で「
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
社
会
へ
の
挑
戦
」を
最
重
要
課

題
と
し
て
掲
げ
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
。
加
え
て
昨
年
10
月
に
、
い
ち
早
く

策
定
し
た「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」に
よ
り
、
①
子
育
て
・
教
育
、
②
定
住
対
策
、 

③
観
光
・
交
流
、
④
農
業
の
４
項
目
を
重
点
施
策

と
し
て
掲
げ
、
直
面
す
る
人
口
減
少
に
対
す
る
取

り
組
み
を
加
速
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、今
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を「
誇
れ
る
ま
ち
」

と
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
と
い
う
厳
し
い
現
実
に

直
面
し
て
い
る
今
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
市
民

誰
も
が「
三
次
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思

え
る
こ
と
」だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市

民
の
皆
様
に「
三
次
を
自
慢
」し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
日
ご
ろ
の
市
政
へ
の

お
力
添
え
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
幸
多
き
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

三次市長

増
ま す

田
だ

 和
か ず

俊
と し
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
我
が
国
に
お
け
る
経
済
状
況

は
、
一
昨
年
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
と
昨
年
の

中
国
経
済
の
減
速
な
ど
の
影
響
で
、
輸
出
の
伸
び

悩
み
や
在
庫
調
整
を
受
け
て
、
景
気
は
改
善
一
服

で
あ
っ
た
も
の
の
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
の
浸
透

で
、
景
気
は
緩
や
か
な
が
ら
も
回
復
基
調
を
維
持

し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
三
次
市
に
お
い
て
は
、
地
方
ま
で
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
効
果
が
波
及
し
て
い
な
い
状
況
が
続

き
、
中
小
企
業
が
多
数
を
占
め
る
本
市
の
経
済
は

厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
地
方
創
生
推
進

の
た
め
に
創
設
さ
れ
た
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支

援
事
業
と
し
て
実
施
し
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
事
業
の
効
果
も
あ
っ
て
か
景
況
は
改
善

傾
向
に
あ
る
と
、
三
次
商
工
会
議
所
の
景
況
調
査

で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ・施
設
整
備
で
は
、昨
年
３
月
の「
中

国
や
ま
な
み
街
道
」全
線
開
通
や
三
次
市
農
業
交

流
連
携
拠
点
施
設「
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
」の
オ
ー

プ
ン
に
よ
り
、
企
業
・
商
業
活
動
の
活
性
化
や
入

込
観
光
客
の
増
加
な
ど
、
本
市
の
産
業
振
興
・
観

光
振
興
、
ひ
い
て
は
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

昨
年
10
月
に
、「
第
２
次
三
次
市
総
合
計
画
」

に
位
置
付
け
る
重
点
施
策
を
戦
略
的
に
実
行
し
て

い
く
た
め
の「
三
次
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
議
会

で
は
策
定
段
階
か
ら「
地
方
創
生
調
査
特
別
委
員

会
」を
立
ち
上
げ
、
地
域
に
足
を
運
び
市
民
か
ら

直
接
出
さ
れ
た
意
見
や
課
題
を
ま
と
め
、
具
体
的

な
事
業
の
提
案
も
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
も
地
方
創
生
に
向
け
た
数
々
の
施
策
の
取
り
組

み
状
況
を
こ
の
特
別
委
員
会
を
中
心
に
検
証
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
改
革
に
お
い
て
は
、
議
会
基
本
条
例
の
検

証
を
行
い
、
項
目
ご
と
に
達
成
状
況
の
確
認
や
今

後
重
点
化
し
て
い
く
項
目
を
洗
い
出
す
と
と
も

に
、
議
会
運
営
の
効
率
化
に
向
け
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
導
入
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
、
自
ら
の

改
革
に
取
り
組
む
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
に
市
議
会
議
員
の
改
選
が
あ

り
、
議
員
定
数
が
現
在
の
26
名
か
ら
24
名
に
２
名

減
員
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
議
会
改
革
の
取
り
組

み
と
し
て
、
議
員
自
ら
が
決
め
た
こ
と
で
あ
り
、

今
後
、
ま
す
ま
す
議
員
活
動
の
質
や
政
策
形
成
能

力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

昨
年
で
９
回
目
を
重
ね
た「
議
会
報
告
会
」は

定
着
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
参
加
者
数
が
減
少
し

て
い
る
状
況
も
あ
り
、
実
施
方
法
を
見
直
す
と
と

も
に
、
市
議
会
の
情
報
を
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り

や
す
く
発
信
す
る
と
同
時
に
、
議
会
運
営
や
議
員

活
動
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
言
を
、
受
け
や
す

く
す
る
た
め
の
手
法
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
現
実
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
市
民
の
幸
せ
な
生
活
を
守

る
た
め
、
議
員
一
同
、
市
民
代
表
で
あ
る
そ
の
役

割
と
責
任
を
し
っ
か
り
自
覚
し
、
市
民
の
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て

す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

三次市議会議長

沖
お き

原
は ら

 賢
け ん

治
じ
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02 平成28年　新年のごあいさつ

04 PICK UP
▶三次市自転車の安全利用に関する条例
▶マイナンバー制度の運用開始
▶メガソーラー発電所が整備されます
▶「みよしことばフェスタ」開催
▶「みよし教育フェスタ」開催
▶三次市教育奨学金奨学生募集

09 みよしで暮らそう！
みよしスペシャルトピックス

12 エコでいこう！

13 すこやか情報

15 子育て応援隊

16 インフォメーション

23 きりこちゃんオススメ ! おでかけガイド

28 各種相談

30 スポーツ大好き！

31 図書館ニュース・人口ほか

32 NHK のど自慢

C O N T E N T S
もくじ

＊�日本剣道形は、剣道の基本となる大切な要素を集約し、10本の
形で構成したもの。竹刀を使った稽古とあわせて修行すること
で、剣道の技量内容が一層充実するといわれています。
※30ページに関連記事を掲載しています。

問 危機管理課危機管理係
　 ☎（0824）62-6116　 （0824）62-2951

「三次市自転車の
安全利用に関する条例」
が制定されました

自転車を安全で快適に乗り続けるには、一人ひ
とりが自転車の安全利用について理解を深め、交
通事故を防止するように心掛け、他人を思いやり
譲り合う精神が必要です。

1月2 0 1 6

「第24回三次義士祭奉納剣道大会」
での演武

今月の表紙

（右・仕
し

太
た

刀
ち

）による、気迫あふれる息の合った演武は、
会場の雰囲気を引き締めました。部長の目代さんは、「下
岡くんと２人で自信をもってやり抜いた。今回の演武
を機に、人前で力を発揮する勇気を身につけることが
できた」と力強い表情で話してくれました。

12月13日（日）、広島県立み
よし公園（四拾貫町）で「第24
回三次義士祭奉納剣道大会」が
開催されました。写真は、試合
開始に先駆けて日本剣道形＊を
披露した日彰館高校２年生（剣
道部）の２人。下

しも

岡
おか

幸
こう

太
た

郎
ろう

さん
（左・打

うち

太
た

刀
ち

）と目
もく

代
だい

竜
りゅう

一
いち

さん

平成28年１月１日施行

交通ルールを守る
�左側通行・夜間のライト点灯など交通ルール
を守り、安全運転を心掛けましょう。

主な内容

自転車販売業者による自転車安全利用の情報提供
 自転車を購入する人に対し、交通ルールや保
険の情報提供をしましょう。

事業者が行う安全運転教育
 業務などで自転車を利用する事業者は交通事
故を防ぐため、従業員に安全運転の教育や指
導をしましょう。

高齢者へ安全運転のアドバイス
 家族から高齢者へ自転車運転について、交通
ルール等のアドバイスをしましょう。

自転車事故の保険への加入
 事故で高額な損害賠償を命じられるケースが
増えています。家族が保険に入っているか確
認しましょう。

自転車の点検・整備
子どもの自転車も定期的に点検・整備しま
しょう。

手軽な交通手段の一つ「自転
車」だからこそ、交通マナーを
守って、安全な三次市の実現に
つなげていきましょう。

1

2

3

4

5

6
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マイナンバー制度の運用が始まりました！
～マイナンバーの記入や提示が必要となる主な手続き～

■暮らし
手続き お問い合わせ

住
民
票
・
戸
籍

•カードの記載事項の変更
　転入や転居で住所を変える
場合や結婚等で名前が変わる
場合は、変更事項を記載しま
すので、通知カードまたは個人
番号カードをご持参ください

市民課
市民窓口係
☎（0824）62-6131

市
営
住
宅

•市営住宅への入居申請
• 市営住宅入居者による収入

申告

財産管理課
住宅管財係
☎（0824）62-6161

■保険・医療
手続き お問い合わせ

国
民
健
康
保
険

•加入、脱退
• 就学や施設入所のための 

市外転出
•高額療養費等の支給申請
• 第三者行為による被害の届出
•被保険者証の再交付申請
• 限定額認定証、特定疾病療

養受療証の交付申請
市民課
保険年金係
☎（0824）62-6134

後
期
高
齢
者
医
療

• 被保険者証の再交付申請
• 特定疾病療養受療証、限度

額認定証の交付申請
• 高額療養費等の支給申請

医
療
費
助
成

重度障害者医療費受給者証交
付申請等

■税金
手続き お問い合わせ

税　
金

・軽自動車税の減免申請 課税課市民税係
☎（0824）62-6122

・償却資産の申告
・固定資産税の減免申請

課税課資産税係
☎（0824）62-6124

■介護・福祉
手続き お問い合わせ

介
護
保
険

• 要介護等認定（新規・更新）
の申請

• 要介護等認定区分変更の申
請

• 被保険者証等の再交付の申
請

• 負担限度額認定の申請
• 高額介護サービス費の支給

申請

高齢者福祉課
介護保険係
☎（0824）62-6387

福　
祉

• 身体障害者手帳の申請
• 特別障害者手当、障害児福

祉手当、福祉手当の申請
• 障害者総合支援法に基づく

障害福祉サービスの申請
• 障害児通所支援の給付申請
• 自立支援医療費（更正医療）

の申請

社会福祉課
障害者福祉係
☎（0824）65-2051

• 戦没者等の遺族に対する特
別弔慰金の請求

• 生活保護の申請

社会福祉課
社会福祉係
☎（0824）62-6146

• 精神障害者保健福祉手帳の
申請

• 自立支援医療費（精神通院）
の申請

健康推進課
健康企画係
☎（0824）62-6232

■子育て
手続き お問い合わせ

子
育
て

• 児童手当の新規認定請求や
現況届

• 児童扶養手当の新規認定請
求や現況届

• 特別児童扶養手当の申請
• 未熟児養育医療の給付申請
• 乳幼児・児童医療費支給申

請
• ひとり親家庭等医療費支給

申請

女性活躍支援課
育児支援係
☎（0824）62-6148

保育所への入所申し込み
子育て支援課
保育係
☎（0824）62-6147

妊
娠
・
出
産

母子健康手帳の交付申請
（妊娠届出）

健康推進課
健康推進係
☎（0824）62-6257

不妊治療費助成申請
健康推進課
健康企画係
☎（0824）62-6232

※�この内容は、平成27年12月21日までに国および県から
　示された情報に基づいて作成しています。

手続きによってマイナンバーの記
入や提示が必要になる時期が異な
ります。詳しくは、各担当部署ま
でお問い合わせください。

※�このほかの手続きにもマイナンバーの記入や提示が必要になる場合があります。

広報みよし 2016.1月号5



※�世帯主または同一世帯員による受領をお願いします。代理人に委任する場合は委任者世帯員全員の本人確認書類、委任状および代
理人の本人確認書類の提示が必要になります。

※�マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘および個人情報の取得にご注意ください。マイナンバー制度をかたった不審な電話、メー
ル、手紙、訪問等には十分注意し、内容に応じて、相談窓口をご利用ください。

問 マイナンバー総合フリーダイヤル　☎（0120）95－0178
 　市民課市民窓口係　☎（0824）62-6120

マイナンバー広報
キャラクター
「マイナちゃん」

１月から個人番号カードの交付が始まっています！

マイナンバーの通知カードが昨年12月中に配達されました。受け取りのなかったものは市役
所または支所で保管しています。通知カードを受領されていない方へは市役所から転送可能な郵
便で通知カードの受領依頼書をお送りしていますので、受領の際には受領依頼書と本人確認書類

（運転免許証等）を持って住所管内の支所または市民課へお越しください。

個人番号カードを申請された方は、市役所から交付通知書（はがき）を
お送りしますので、必要な持ち物を持って記載された期限までに交付場所
へご本人がお越しください。

また、個人番号カードの交付を希望される方は申請書やオンラインで申
請してください。

まだ通知カードを受け取っていない方は市役所へご連絡ください

メガソーラー発電所が整備されます
12月18日（金）、秋町・粟屋町地区メガソーラー発電所が整備されることに伴い、メガソーラー

整備事業者である株式会社一条工務店と地元関係者および三次市の三者で、「メガソーラー事業
に関して災害を防止する等の協定」を締結しました。

このメガソーラー発電所は、中国地方で現在計画されているもののなかでも大規模になる見込
みで、平成32年稼働開始予定です。
 ※株式会社一条工務店は、戸建住宅の建築・販売を主な業務とする国内大手のハウスメーカーです。

メガソーラー事業計画等
　●所 在 地　三次市秋町字福谷66番地ほか
　●立地面積　78.79ha（敷地総面積175.09ha）
　●施設内容
　　太陽光発電所54.12Ｍ

メガワット

Ｗ、
　　パネル枚数約19万2,000枚
　　年間発電量5,400万kWh
　　　（約１万4,000世帯分の電力量）
　●概算事業費（総額）160億円

問 環境政策課環境政策係　☎（0824）62-6136　 （0824）62-6397

大規模

協定式で握手を交わす岩
いわ
田
た
直
なお
樹
き
取締役副社長（右）と

増田市長（左）を囲む地元関係者の皆さん
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子どもたちのことばが輝く！
「みよしことばフェスタ」開催

学校・家庭・地域が一緒に教育について考える
「第２回みよし教育フェスタ」開催

三次市の子どもたちが、自分の考えや思いをことばで表現する場として「みよしことばフェ
スタ」を開催します。「みよしことばフェスタ」作品コンクールの表彰や作品の紹介、市内の小
学校で活動している子ども司書による本の読み語りを通して、子どもたちのことばの力を高め
ていきます。

元気のあるまちづくりや子どもたちを中心に取り組まれている活動についての発表とパネル
ディスカッションを通して、学校・家庭・地域が一体となって進める教育について考えます。

●と　き　２月20日（土）13時～16時
●ところ　三次市民ホールきりり　※託児あり（ご希望の方は事前にお問い合わせください）

生徒・児童発表
　◦作木中学校生徒による神楽
　◦神杉小学校児童による「一人でチャレンジお弁当の日」
　◦八次中学校生徒による「地域の方との花植え交流」

パネルディスカッション
　�三次市出身・在住の高校生、保護者、地域の方などが様々な立場で、三次の教育や子どもたち
に期待することについて語り合います！

　◦コーディネーター　みよし教育フェスタ実行委員　細
ほそ
川
かわ
　喜

き
一
いち
郎
ろう
さん

入場
無料

入場
無料

●と　き　１月17日（日）９時30分～12時
●ところ　三次市福祉保健センター
●プログラム
◦みよしことばフェスタ作品コンクール表彰式・作品の紹介
◦子ども司書による説明
◦おはなしレストラン
　おいしいごちそうのかわりに、楽しい本の世界を味わっていただきます。
　子ども司書による本の読み語りをお楽しみください！

問 学校教育課教育指導係　☎（0824）62-6187　 （0824）62-6225
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平成28年度
三次市教育奨学金奨学生募集
●対　　象　�高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校、大学、短期大学、特別支援学校

高等部、専修学校の高等課程および専門課程に在学する方

●所得基準　�父母等（父母がいない場合は、父母に代わって家計を支えている方）の所得が、市
が定める基準額以下であること

●その他の要件
　①父母等が１年以上三次市内に住所を有していること　②父母等が市税を完納していること　
　③他の奨学金を受けていないこと　④学習に意欲を持つ者であること
　⑤その他、修学のため市長が特に認めるもの

●貸付利息・返還期間
　無利息・17年以内　※返還期間は貸し付け総額により異なります。

●返還免除　�奨学金の返還が始まって、通算５年以上三次市に居住したときは、申請により、申
請日以降に返還するべき返還金を免除します。

　　　　　　※居住とは、実際に住んで生活することです。

●受付期間　２月１日（月）～４月15日（金）

●応募方法　�市民課、各支所および文化と学びの課に備え付けの申請書に必要事項を記入・押印
のうえ、必要書類を添付して文化と学びの課に提出してください。

●貸付月額（例）
　�国公立高等学校［自宅通学］1.5万円／私立高等学校［自宅外通学］2.5万円／
　国公立大学［自宅外通学］3.5万円／私立大学［自宅外通学］4.8万円／
　私立短大・専修学校（専門課程）［自宅外通学］4.5万円

●奨学金説明会　※予約不要
　平成28年度の申請を検討している方はご参加ください。
　・と　き　１月21日（木）19時～
　・ところ　三次市役所本館６階　601会議室

公益財団法人三次市教育振興会奨学金の募集
　高等学校・大学等の入学予定者と在学生を対象に募集を行います。
　※�申請書類は市民課、各支所および文化と学びの課にあります。詳しくは文化と学びの課にお問い合わせく

ださい。
　※１月21日の説明会で、この奨学金の説明も行います。

応募・問 文化と学びの課教育総務係　☎（0824）62-6182　 （0824）62-6288

広報みよし　2016.1月号 8



青河町在住の米丸さんは、三次地方史研究会の
会長や三次市文化財保護委員会の委員長を務めら
れました。三次市を中心とした県北地域の新たな
歴史の掘り起こしとともに、定説の見直しを進め
るなど、地域史の解明、文化財の保護に対する長
年にわたる功績が認められました。

昨年10月、三次工業団地に立地協定を締結し
た大和ラヂヱーター工業株式会社（本社：島根県
浜田市）が、12月1日から「三次物流センター」の
操業を開始されました。

中国自動車道と中国横断自動車道尾道松江線
（通称「中国やまなみ街道」）の２本の高速道路が
交わる三次市について、物流拠点としての利便性
を高く評価され、事業所を設置されました。　

進出に当たっては、従業員の現地採用をされて
います。

米
よね

丸
まる

嘉
よし

一
かず

さんが
ひろしま文化功労者表彰を
受賞！

大
だい

和
わ

ラヂヱーター工業株式会社
「三次物流センター」の操業を開始

11 16
月

12 1
火

米丸嘉一さん

三次物流センターの外観とスタッフの皆さん

三次市地域おこし協力隊員を
募集します！

定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ

1

定住情報発信

みよしで暮らそう！
シリーズ 1

シリーズ

1定住情報発信

みよしで暮らそう！

シリーズ19

問 定住対策課定住対策係　☎（0824）62-6129　 （0824）62-6235

農業にまっすぐ取り組んでいる方の支援、地域の活性化、人が集い活気あふれる三次市を実現
するために、地域おこし協力隊員を募集します。知人や友人の方にもぜひお知らせください。
●応募資格（次のすべての項目に該当する方）
　•20歳以上40歳未満の方
　•３大都市圏か都市地域等在住者で、任用後、三次市へ生活の拠点を移せる方
　•心身ともに健康で、地域になじむ意思があり、積極的に活動できる方
　◦パソコン操作ができる方　　◦普通自動車運転免許を持っている方
●活動内容
　①農業支援事業（５人）　②酪農支援事業（１人）
　③三次ピオーネ栽培支援事業（１人）
　④地域支援事業（１人）　⑤定住対策支援事業（１人）
●雇用期間等
　・雇用期間　平成28年４月１日～平成29年３月31日
　※活動実績により１年毎に更新し、最長３年まで延長可能
　・報酬等　月額20万円（通勤手当を含む）　
●応募締切　１月27日（水）必着
※活動内容の詳細や応募方法等は、市ホームページ（「地域おこし」でサイト内検索）をご覧ください。

•心身ともに健康で、地域になじむ意思があり、積極的に活動できる方
普通自動車運転免許を持っている方

「私たちと一緒に三次を元気
にしよう！」と呼びかける�
地域おこし協力隊の皆さん
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三次商工会議所青年部は、「三次市を元気に、
地域を大切に」という思いから、三次市内で製造
される辛口ソースと、唐辛子を練り込んだ「唐麺」
を組み合わせた「三次唐麺焼」を開発されました。
そして、県内外のイベントへの出展等の活動を通
じて、地域経済の活性化、新たな地域文化の創造、
地域の知名度やイメージ向上に尽力されたことが
評価されました。

備北地区消防組合三次消防署は、解体工事を進めている
旧三次市文化会館で、災害発生時の訓練（４日間）を実施
しました。訓練は地震発生等で建築物内に取り残された人
を、コンクリート壁等を削孔・破砕して救出することを想
定し、レスキュー隊員だけでなく消防隊員や救急隊員が参
加しました。実際の建築物を活用することで、より災害発
生現場に似た状況での訓練を行うことができました。

坂
さか

井
い

義
よし

則
のり

氏顕彰レリーフ設置実行委員会（会長
前
まえ

田
だ

　茂
しげる

さん）と故坂井義則さんの妻朗
ろう

子
こ

さんか
ら、スポーツの振興に活用して欲しいと、寄付金
の贈呈がありました。

三次市は、「スポーツのまち みよし」をめざし
て、2020年東京オリンピック・パラリンピック
の事前合宿誘致活動をはじめ、様々なスポーツの
振興とスポーツを通じたまちづくりに取り組んで
います。今後の活動にしっかりと役立てさせてい
ただきます。

地域を元気にする取り組みが
表彰されました

「三次商工会議所青年部」
平成27年度広島県いきいき
地域づくり賞を受賞！

旧三次市文化会館を活用した救助訓練を実施

スポーツ振興のために
寄付金を贈呈

12 7
月

12 17
木

※�故坂井義則さん
　�三次市出身。「1964（昭和39）年東京オリンピック」の開会
式で聖火リレーの最終ランナーを務め、旧国立競技場の聖
火台に火をともした。

増田市長（右）に目録を手渡す前田会長（左）

表彰式での記念撮影。
三次商工会議所青年部会長�越

こし
道
みち
優
ゆう
一
いち
さん（左）、同青年部三次

唐麺焼プロジェクト室長�杉
すぎ
下
した
晃
こう
司
じ
さん（右）、湯﨑県知事（中）

12 14
月

12 17
木

①

①�

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
や
削
岩
機
な
ど
の
機
材
を

使
い
、
厚
さ
約
15
㎝
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
立

ち
向
か
う
隊
員

②�

作
業
工
程
の
状
況
を
随
時
記
録

③�

訓
練
で
く
り
ぬ
か
れ
た
、
救
出
に
最
も
適
す
る

１
辺
90
㎝
の
三
角
形
の
穴

②③
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「2015スピーチ交流会 ～S
ス ピ ー チ
peech E

エ ク ス チ ェ ン ジ
xchange M

ミ ー テ ィ ン グ
eeting～」で

中学生・高校生が英語で自分の思いや考えを表現（みよしまちづくりセンター）
12 12

土

（一財）三次国際交流協会の主催によるスピー
チ交流会が開催され、市内の中学生14人と高
校生4人が参加されました。

中学生は「私にとっての国際交流」「今、私
ができること」のいずれか、高校生は「私にとっ
ての平和」「私の未来」のいずれかをテーマに、
担当教員や保護者の皆さんが見守る中、一人ず
つ英語でスピーチを行いました。

三次市社会教育委員会議（森
もりかわさちろう

川幸郎議長）から、
家庭教育に関する提言書「家庭の教育力向上にむ
けて」が提出されました。

社会教育委員の皆さんは、平成26年度から家
庭教育に関する調査研究に取り組み、昨年１月に
は小学校３年生と中学校２年生の保護者を対象に
アンケートを実施。集計結果を踏まえて、家庭に
おける教育力向上のための課題とその解決に必要
な施策の提言をまとめました。

提言した内容を社会教育委員も率先して取り組
んでいくよう、来年度に向けて会議を重ねています。

家庭教育に関する提言書が
教育委員会に提出されました

12 18
金

森川議長（手前、左）から提言書を受けとる松村教育長（手前、右）

受
賞
者（
敬
称
略
）

中学1年生の部
（一財）三次国際交流協会理事長賞　飯

いい
田
だ

　玲
れい

菜
な
（三良坂中学校1年）

三次市長賞　桐
きり

田
た

　彩
あや

凪
な
（三良坂中学校1年）

中学2・3年生の部

（一財）三次国際交流協会理事長賞　雲
くも

井
い

　絢
あや

子
こ
（吉舎中学校3年）

三次市長賞　松
まつ

岡
おか

実
み

佳
か

子
こ
（十日市中学校2年）

三次市教育委員会教育長賞　大
おお

田
た

　梨
り

奈
な
（塩町中学校3年）

（一財）広島国際文化財団理事長賞　坂
さか

本
もと

　莉
り

那
な
（十日市中学校2年）

高校生の部
（一財）三次国際交流協会理事長賞　深

ふか
水
みず

　文
あや

乃
の
（広島大学附属高校2年）

審査員特別賞　土
ど

居
い

　　愛
こころ
（三次高校１年）

全国大会出場
おめでとうございます

全国大会でのご活躍を期待しています。
名　前（所属等） 大会名（開催日／開催地）

佐
さ
藤
とう
　萌

ほ
乃
の

三次小学校５年
八次テニススポーツ少年団

第15回
全国小学生ソフトテニス大会

（３月29日～ 31日／千葉）

※�スポーツ課では、世界・全国大会へ出場される方の情報を
お待ちしています。☎（0824）62-6553

増田市長に大会結果を報告された
冨久さん（中央）

第36回全日本マスターズ陸上競技選手権大会
 （10月30日～11月１日／岐阜）
60m、100m（男子95歳～99歳クラス）

冨
とみ

久
ひさ

　正
しょう

二
じ

さん優勝！
冨久さん（98歳）は、２種目（60ｍ、100ｍ）で優勝されました。
次の目標である100歳～104歳クラスにおいて、世界記録を
更新するため日々のトレーニングに取り組まれています。
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エコで
いこう！
エコで
いこう！
みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

みよしエコ・トライ
2014-2016

ごみ
減量
ごみ
減量

節電節電

できていますか？ごみ減量への取り組み

問 環境政策課業務管理係　☎（0824）66-3449　 （0824）66-3168

ごみ減量取り組みチェック表
□買い物に行くときはマイバッグを使っている（レジ袋を断っている）
□買い物の際、箸など不要なものはもらわない
□過剰包装を断っている
□生鮮食料品は余って捨てることがないよう購入している
□生ごみは家庭で処理をしている
□生ごみなど水分を含んだごみは水を切って出している
□なるべく詰め替え商品を選んでいる
□修理可能なものはできるだけ修理して使っている
□白色トレイは店頭回収に出している
□家電リサイクル法の対象品目や処理方法を知っている
□ごみはきちんと分別して指定袋で出している
□ごみの収集曜日を知っている
□プラスチック製容器包装（プラスチック資源物）は
　できるだけきれいにして出している
□びん・ペットボトル・飲料缶はすすいでから出している
□分別がわからないときは電話で問い合わせをしている
□「ごみ分別マニュアル」や「ごみの正しい出し方」をすぐに見ることができる場所
に置いてある
□４つのＲ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）について知っている

毎日出るごみ。ごみには紙・布・金属類など、捨てずにリサイ
クルできるものがたくさんあります。　
ごみの減量は、ごみになるものを減らし、大切な埋立地を長く
使用することができるなど、大きな効果があります。ごみ減量へ
の取り組み方法を次のとおりまとめましたので、チェックしてみ
てください。

　三次市を中心に保護されたねこ達の譲渡会を開催します。
ぜひ皆さんご来場ください。
●と　き　１月24日（日）10時～ 15時
●ところ　みよしまちづくりセンター　第１会議室

問 環境政策課環境政策係　☎（0824）62-6136　 （0824）62-6397
　 STEP☆Dog＆Cat ☎090-8983-5264（吉

きっ
高
たか

）

STEP ☆にゃんこの譲渡会

－４つのＲとは－

Ｒefuse（リフューズ）
　　　不要なものは断る
Ｒeduce（リデュース）
　　　ごみを減らす
Ｒeuse（リユース）
　　　繰り返し使う
Ｒecycle（リサイクル）
　　　原料として使う
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健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

心の
健康相談

２月16日（火）
受付時間

13：00～14：30

広島県北部保健所
相談室

（広島県三次庁舎
第３庁舎３階）
三次市十日市東

4-6-1

【対象】ストレス・うつ病など心の
健康について不安のある方および
その家族など
【スタッフ】精神科医師・保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない場合は
FAXでお申し込みください。

エイズ
検査・相談

２月� 3日（水）
受付時間

13：00～14：30

検査は無料・匿名で受けられます。
結果はその日にお知らせできます。
相談は随時実施しています。

※定員があります。電話かFAXでお早めにお申し込みください。FAXの場合は名前と電話番号を明記してください。
※未就学児の託児、要約筆記、手話をご希望の方は、２月25日（木）までにお申し込みください。

申・問 健康推進課健康企画係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

問 一般社団法人地域包括支援センターみよし　☎（0824）65-1146　 （0824）65-1132
 　高齢者福祉課高齢者福祉係　☎（0824）62-6145　 （0824）62-6285

こころの健康づくり講演会
「人生はあなたの物語！

 セリフは自分で決められます」
心のあり方・命・子育て等をテーマに、歌と語りで温

かなメッセージが届きます。朗読劇と歌でお楽しみいた
だくコンサート形式の講演会です。ぜひご家族でご参加
ください。

●と　き　３月６日（日）13時30分～15時（13時開場）
●ところ　みよしまちづくりセンター　ぺぺらホール
●演　題　みんな笑顔の講演会
� 　��～命を輝かせる心のストレッチ～
●講　師　声優・歌手・脚本家　佐

さ

久
く

間
ま

　レイさん

虹色サロン（認知症カフェ）三次町に１月オープン！

●と　き　１月27日（水）13時～15時　※毎月第４水曜日に開催します。
●ところ　三次本通商店街「よりんさい」
●内　容　�誰もがおしゃべりなど自由な時間を楽しみながら交流でき

るほか、医療や介護、福祉に関する相談や情報も得られます。
●利用料　100円（飲み物・お菓子代）
●運営スタッフ　キャラバン・メイト
　公益社団法人認知症の人と家族の会広島県支部　三次家族の会
　一般社団法人地域包括支援センターみよし

虹色サロンは、サングリーンにおいても毎月第２木曜日（13時～
15時）に開催しています。お気軽にお立ち寄りください。

虹色サロンは、認知症の方やその家族だけでなく、市民の皆さんが気軽に立ち寄って、みんなで一緒に
お茶を飲み、話し、交流する場所です。認知症に関する相談もできます。ぜひ「よりんさい」ね！

虹色サロン（サングリーン）の様子

プロフィール
　�｢それいけ！アンパンマン｣のバタコ役、
「魔女の宅急便｣のジジ役などで知られ
る声優。シングルマザーとして「子育て」
「女性の生き方」「人権」をテーマに講演。
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問 高齢者福祉課介護保険係　☎（0824）62-6387　 （0824）63-2809

要介護認定を受けておられる方が、確定申告・住民税申告をされる際、各種控除（医療費控除・
障害者控除）を受けられる場合があります。申告の際には証明書類が必要です。医療費控除のお
むつ使用証明書や障害者控除対象者認定書が必要な方は、事前に申請してください。

●申請先　高齢者福祉課（介護保険係）または各支所
【注】証明書の交付は、原則、郵送ですので、お早めに申請をお願いします。

シリーズ
第  　 回51

税申告に備えて
おむつ代の医療費控除の証明・
障害者控除対象者認定書のご準備を

―三次市もっと野菜プロジェクト―
わたしの★我が家の★野菜たっぷり「自慢レシピ」

白菜����������� 300ｇ

しめじ������１パック（100g）

えのきだけ������１袋（100g）

ツナ缶���������� 小１缶

めんつゆ（濃縮3倍）��� 大さじ２

【 材 料（ 4 人 分 ）】
①�白菜は食べやすい大きさに切る。しめじは石づきを取り、
小房に分ける。えのきだけは石づきを取り、半分に切る。

②①を鍋に入れ、真ん中にツナ缶を入れ、火にかける。

③白菜やきのこが煮えたら、めんつゆを入れて混ぜる。

【 作 り 方 】
★「白菜ときのこのサッと煮」 （布野町　ペンネーム：やよっぺ）

問 健康推進課健康企画係　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382

旬の野菜は一年中で最もおいしく、栄養価が高いだけでなく、その季節に必要とする
栄養素もたっぷり含んでいます。
市民の皆さんからご紹介いただいた「旬の野菜たっぷりご自慢レシピ」です。ぜひご
家庭で作ってみてください♪

冷めてもおいしいですよ。我が家ではこれを卵でとじたりします。

平成28年度
入学願書受付中（満２歳～５歳）

・平成28年４月　２歳児クラス開設
・通園バス・給食・19時まで延長保育あり
　　　　　　　　 （早朝預かり ７時30分から）

http://www.hiroshima-shinbouai.ed.jp/miyoshi/

幼稚園見学できます

広告

※�その他の移動献血の予定は、市ホームページ（「暮らしの情
報」の「健康」内）をご覧ください。

と　き ところ（問い合わせ先）

１月21日（木）
13時～ 15時30分

市立三次中央病院
病院企画課

☎0824-65-0152

1 月の献血 400ml献血に
ご協力をお願いします。
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行事名 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

離乳食講座 ２月９日（火）
10:00 ～ 11:30

吉舎保健
センター

５カ月頃～１8
カ月頃までの
乳幼児を子育
て中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りながら、
楽しく交流しましょう!�10人で締め切
ります。
・託児を行いますので、ご希望の方
はお知らせください。

・申込締切　２月２日㈫

健康推進課健康企画係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382

吉舎支所　　☎（0824）43-3111
甲奴支所　　☎（0847）67-2121
三良坂支所　☎（0824）44-3111

子育て相談 2月18日（木）
9:30 ～ 11:00

三次市福祉
保健センター
３階

乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、
育児のことなど、お気軽にご相談くだ
さい。

健康推進課健康推進係
☎（0824）62-6257
（0824）62-6382

行事のお知らせ

申・問 健康推進課健康推進係　☎（0824）62-6257　 （0824）62-6382

もうすぐお父さん・お母さんになる方へ
パパママ教室を開催します

赤ちゃんのお世話体験等、楽しい講座です。ぜひ、ご参加ください。

●と　き
　①２月７日（日）　赤ちゃんのお世話体験・栄養のお話・赤ちゃんの写真講習会
　②３月６日（日）　赤ちゃんのお風呂入れ体験など
　※いずれも　９時30分～12時
●ところ　三次市福祉保健センター３階　多目的室
●対　象　おおむね妊娠５カ月以降の妊婦さんとその家族の方
※ママのみの参加・パパ以外のご家族の参加もお待ちしています。
●申込締切　２月２日（火）【先着15組】
※母子健康手帳をご持参のうえ、動きやすい服装でお越しください。

妊産婦にやさしい環境づ
くりを推進する厚生労働
省「マタニティマーク」

第４回（通算24回）いきいき子育てセミナー
テーマ「親も子も喜ぶ ほめ方 叱り方」

　「自分の子どもは、なかなかほめられない」という方は多いものです。
子どもを自分の感情のまま叱って後悔する方も…
●と　き　１月17日（日）10時～11時30分
●ところ　十日市コミュニティセンター２階　
●講　師　（一社）倫理研究所　草

くさ
場
ば

由
ゆ

美
み

子
こ

さん
●参加費　200円　※託児有り（要予約）

問 家庭倫理の会三次市
 　☎090-9063-2353（中村）

問 ㈱小学館集英社プロダクション
 　〒541-0047
　 大阪市中央区淡路町4-4-11
　 アーバネックス淡路町ビル２階採用M係
 　☎（06）6206-0003（担当：深田）

●事　　業：保育所運営（勤務地：東光保育所、十日市保育所、愛光保育所）
●職　　種：①保育士（パート）、②調理員（パート）
　　　　　　※②の勤務地は東光保育所と愛光保育所
●給　　与：①②850円～ 910円（経験給導入）
●勤務時間：①②シフト制　４～８時間／日（週２～５日勤務可能な方）
●休　　日：①②日曜・祝日、12/29 ～１/３ ※応相談
●資　　格：①保育士免許（幼稚園教諭免許可）
●待　　遇：①②有給休暇、労災保険、雇用保険・社会保険（勤務時間による）
　　　　　　①②健康診断費用全額負担
●応　　募：  電話連絡後、履歴書（写真付）を郵送してください。書類選考のうえ、

面接日を連絡します。

東光保育所・十日市保育所・愛光保育所
お子様の人数増加に伴い職員大募集！

広告
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三
次
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

　
任
期
満
了
に
伴
う
三
次
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
告 

示 

日　
３
月
27
日（
日
）

●
選
挙
期
日　
４
月
３
日（
日
）

立
候
補
予
定
者
説
明
会

●
と　
き

　
２
月
２
日（
火
）14
時
～

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
役
所
本
館
６
階

 

６
０
２
会
議
室

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
で
は
、

立
候
補
届
出
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
予
定

で
す
。
な
お
、
当
日
出
席
さ

れ
た
立
候
補
予
定
者
に
つ
い
て

は
、
公
表
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
９

広
島
県
特
定（
産
業

別
）最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

広
島
県
最
低
賃
金
額
の
改
定

（
時
間
額
７
６
９
円　

平
成
27
年

10
月
１
日
か
ら
発
効
）に
引
き
続

き
、
広
島
県
特
定（
産
業
別
）最
低

賃
金
額
が
改
定
さ
れ
、
平
成
27
年

12
月
31
日
か
ら
発
効
さ
れ
ま
し
た
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
る
業
種

最
低
賃
金
額

（
時
間
額
）

製
鉄
業
等

８
８
２
円

金
属
製
品
製
造
業

８
４
４
円

は
ん
用
機
械
器
具
等
製
造
業
８
５
２
円

電
子
部
品
等
製
造
業

８
１
３
円

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
８
３
３
円

船
舶
等
製
造
業

８
７
５
円

各
種
商
品
小
売
業

８
０
５
円

自
動
車
小
売
業

８
３
０
円

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広
島
労
働
局
賃
金
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８
２
）２
２
１

－

９
２
４
４

　
三
次
労
働
基
準
監
督
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☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
１
０
４

平
成
27・28
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

平
成
26・27・28
年
度

小
規
模
修
繕
契
約
希

望
者
登
録
制
度
の
追
加

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

市
が
発
注
す
る「
建
設
工
事
」、

「
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

業
務
」、「
物
品
購
入
、
修
繕
お
よ

び
役
務
の
提
供
等
業
務
」の
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
と
、「
小

規
模
な
修
繕
工
事
や
役
務
の
提
供

業
務
の
請
負
契
約
」を
希
望
さ
れ
る

方
の
追
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
申
請
期
間

　
２
月
１
日（
月
）～
２
月
５
日（
金
）

※
９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時
に
受
け
付

け
ま
す
。

【
注
】申
請
書
類
は
持
参
の
み
受
け
付
け

ま
す（
郵
送
不
可
）。

●�
有
効
期
間　
資
格
認
定
の
日
～

平
成
28
年
度
末
日

※
た
だ
し
、
平
成
29
年
度
に
お
い
て
も
そ

の
年
度
に
お
け
る
資
格
が
認
定
さ
れ
る

日
ま
で
は
有
効
。

●�

申
請
方
法　
所
定
の
申
請
書
と

添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問 

財
政
課
契
約
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

固
定
資
産
税（
償
却

資
産
）の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

　
法
人
や
個
人
で
、
工
場
や
商
店
、

不
動
産
貸
付
業
な
ど
の
事
業
を
営

ん
で
い
る
場
合
、
所
有
す
る
事
業

用
資
産（
構
築
物
、
機
械
、
器
具
・

備
品
な
ど
）に
、
償
却
資
産
と
し

て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
地
方

税
法
の
規
定
に
よ
り
申
告
が
必
要

で
す
。
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
所
有
す
る
資
産
に
つ
い
て
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　
平
成
28
年
２
月
１
日（
月
）

●
提
出
先

　
三
次
市
役
所
課
税
課
資
産
税
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

※
償
却
資
産
の
申
告
に
必
要
な
書
類
を
お

持
ち
で
な
い
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も

申
告
が
必
要
で
す

　
土
地
や
家
屋
に
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
た
場
合
、
固
定
資
産

税（
償
却
資
産
）と
し
て
課
税
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
償
却
資

産
の
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

償
却
資
産
と
し
て
申
告
が
必
要

な
場
合

◦ 

法
人
・
個
人
事
業
者
が
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
設
備

◦ 

個
人
が
売
電
の
た
め
に
経
済
産

業
省
の
認
定
を
受
け
設
置
し
た

発
電
出
力
10
㎾
以
上
の
太
陽
光

発
電
設
備

●�

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
の

固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

　

 

一
定
の
要
件
を
満
た
す
設
備

は
、固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

課
税
課
資
産
税
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
４

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

市
民
税・県
民
税（
住

民
税
）の
申
告
相
談

が
始
ま
り
ま
す

申
告
相
談
期
間

　
２
月
16
日（
火
）～
３
月
15
日（
火
）

　
平
成
27
年
中（
平
成
27
年
1
月

1
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま

で
）の
所
得
等
に
つ
い
て
の
申
告

相
談
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
申
告

は
、
平
成
28
年
度
の
市
民
税
・
県

民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
等
の
計

算
の
根
拠
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
も
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

一
般

広報みよし　2016.1月号 16

informationお 知 ら せ

一 

般

補
助
・
支
援

福 

祉

募 

集

医
療
保
険



● 
平
成
27
年
中
の
所
得
等
が
な

か
っ
た
方
も
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

● 

農
業
所
得
の
計
算
方
法
等
で
ご

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※「
申
告
相
談
受
付
日
程
表
」や「
農
業
所

得
収
支
計
算
月
別
集
計
表
」は
、「
広
報

み
よ
し
１
月
号
」と
あ
わ
せ
て
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

課
税
課
市
民
税
係　

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

　
ま
た
は
各
支
所

確
定
申
告
書
等
の
作
成

は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.nta.go.jp

）
の「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
画
面
の
案
内

に
し
た
が
っ
て
金
額
等
を
入
力
す

る
こ
と
で
自
動
的
に
計
算
さ
れ
、

計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作
成
し

た
申
告
書
等
は
印
刷
し
、
郵
送
等

で
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問 

三
次
税
務
署

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

２
７
２
１

家
畜
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

飼
養
衛
生
管
理

状
況
の
定
期
報
告

を
お
忘
れ
な
く

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改
正
さ

れ
、
畜
産
業
に
限
ら
ず
家
畜
を
飼

育
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
２
月
１

日
時
点
で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の

頭
羽
数
、
飼
養
衛
生
管
理
状
況
を

広
島
県
に
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

●
対　
象

◦
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、
羊
、

　
山
羊
、
豚
、
い
の
し
し

【
提
出
期
限　
毎
年
４
月
15
日
】

◦ 

鶏
、
そ
の
他
の
家
き
ん（
あ
ひ

る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ

う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
や
七
面
鳥
）

【
提
出
期
限　
毎
年
６
月
15
日
】

●
報
告
書
の
提
出
先

　
広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所
防
疫
課

※
詳
し
く
は
、
広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（「
飼
養
衛
生
管
理
基
準
」で
サ
イ
ト
内

検
索
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

　

 

防
疫
課（
庄
原
市
）

　
☎（
０
８
２
４
）７
２

－

２
０
１
５

 

（
代
表
）

消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度

　

消
防
団
は
、
市
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
火
災
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
水
防
や
行
方
不
明
者
の
捜
索

な
ど
活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
勤
務

時
間
中
の
消
防
団
活
動
へ
の
便
宜

や
従
業
員
の
消
防
団
へ
の
入
団
促

進
な
ど
、
消
防
団
活
動
へ
協
力
す

る
事
業
所
を
、
市
は「
消
防
団
協

力
事
業
所
」に
認
定
し
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

認
定
基
準
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
６

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

２
９
５
１

補
助
・
支
援

が
ん
ば
る
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
！

が
ん
ば
る
ま
ち
づ
く
り�

支
援
事
業
の
活
用
を

　

過
疎
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に

よ
る
様
々
な
地
域
課
題
の
克
服
や
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
活
力

の
創
造
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る
事

業
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

が
ん
ば
る
地
域
支
援
事
業

�

（
ソ
フ
ト
事
業
）

●
補
助
対
象
と
な
る
事
業

　

 

新
た
に
取
り
組
む
公
益
的
事
業

で
、
三
次
市
内
で
行
わ
れ
る
こ

と
な
ど

●
補
助
金
交
付
対
象
と
な
る
団
体

　

 

三
次
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
が
あ
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
お
よ
び

任
意
の
団
体
、
ま
た
は
、
そ
れ

ら
２
団
体
で
組
織
す
る
規
約
・

会
計
を
有
す
る
団
体
な
ど

●�

補
助
率　
補
助
対
象
事
業
経
費

の
３
分
の
２
以
下

●
補
助
限
度
額　
上
限
50
万
円

が
ん
ば
る
地
域
・
産
業
施
設
整

備
支
援
事
業�

（
ハ
ー
ド
事
業
）

●
補
助
対
象
と
な
る
事
業

　

 

新
た
に
取
り
組
む
事
業
で
、
地

域
活
性
化
や
地
域
づ
く
り
に
寄

与
す
る
公
益
的
事
業
を
行
う
た

め
に
必
要
な
施
設
の
整
備
事
業

●
補
助
金
交
付
対
象
と
な
る
団
体

　

 

三
次
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
が
あ
る
法
人
格
を
有
す
る

団
体
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
団

体
と
共
同
体
を
組
む
団
体（
法

人
格
を
有
し
な
い
団
体
を
含

む
）
が
組
織
し
、
規
約
・
会
計

を
有
す
る
団
体
な
ど

●�

補
助
率　
事
業
費
の
２
分
の
１

以
内
～
４
分
の
３
以
内

●
補
助
限
度
額

　
上
限
：
２
，５
０
０
万
円
以
内
～

 

７
，５
０
０
万
円
以
内

※
補
助
率
・
補
助
金
の
上
限
額
は
、
事
業

の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度　
３
次
募
集
期
間

　
１
月
18
日（
月
）
～

 

２
月
12
日（
金
）

※
平
成
27
年
度
お
よ
び
平
成
28
年
度
の
事

業
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問 

地
域
振
興
課
地
域
づ
く
り
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

追
加
募
集
し
ま
す
！

花
の
里
み
よ
し

推
進
事
業
補
助
金

　
三
次
市
内
で
市
の
花「
サ
ク
ラ
」

ま
た
は
市
の
木「
モ
ミ
ジ
」を
自

ら
の
力
で
植
栽
・
管
理
に
取
り
組

む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

●�

補
助
対
象
団
体　
各
住
民
自
治

組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
任
意
の

団
体

●�

対
象
事
業　
サ
ク
ラ
ま
た
は
モ

ミ
ジ
の
植
栽
事
業
の
経
費

【
注
】人
件
費
、
食
糧
費
、
土
地
購
入
費

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

消防団協力事業所
表示証
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●
補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の

　
10
分
の
10（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

花
の
里
み
よ
し
サ
ク
ラ
植
樹
用
苗

木
を
交
付

　
三
次
市
内
へ
市
の
花「
サ
ク
ラ
」

の
苗
木
を
植
栽
で
き
る
個
人
の
方

に
、
サ
ク
ラ
の
苗
木
を
無
料
で
交

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
植
栽
す
る

土
地
の
使
用
承
諾
が
な
い
場
合

は
、
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

●�

交
付
対
象
者　
三
次
市
内
に
植

栽
が
可
能
な
方

●
交
付
上
限

　
１
人
に
つ
き
１
年
度
当
た
り

　
５
本
ま
で

●
申
請
締
切

　
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

●
交
付
時
期　
３
月
頃（
予
定
）

※
植
栽
完
了
後
は
、
完
了
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

※
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
に
備
え
付
け
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
請
書
に
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問 

地
域
振
興
課

　
　
　
　
地
域
づ
く
り
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
９
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

実
践・
精
神
障
害
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催�

無 

料

　
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
や
日

常
活
動
支
援
を
行
う
ソ
ー
シ
ャ
ル

ク
ラ
ブ
や
サ
ロ
ン
等
に
お
い
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

●�

と　
き　
２
月
２
日（
火
）、

　
２
月
９
日（
火
）、２
月
16
日（
火
）

　
２
月
23
日（
火
）

　
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時
30
分

●�

と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
活
動
交
流
室
・
研
修
室

●�

内　
容　
こ
こ
ろ
の
病
気
や
薬

の
理
解
、
サ
ロ
ン
活
動
で
の
利

用
者
と
の
交
流
な
ど

●�

申
込
方
法　
１
月
27
日（
水
）

ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
、
名
前
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

三
次
市

　

 

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

問 地域振興課地域づくり係　☎（0824）62-6395　 （0824）62-6235

宝くじコミュニティ助成事業
「宝くじ」は地域の振興に役立っています

一般財団法人自治総合センターは、地域文化の振興や地域コミュニティの健
全な発展を目的として助成活動を行っています。平成27年度には一般コミュ
ニティ助成事業に２地区が採択され、宝くじの助成金によりコミュニティ備品
が整備されました。

団体名 整備された備品 助成額
青河自治振興会 音響設備、テントほか…写真①② 250万円
三若町内会 法被、神輿の修理…写真③④ 250万円

②

③ ④

①
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障
害
や
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
て
い
る
方
の

「
当
事
者
の
つ
ど
い
」

　
「
は
た
ら
く
こ
と
」に
つ
い
て

思
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み
ご
と
を

語
り
合
い
交
流
し
ま
す
。
参
加
者

か
ら「
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る

人
の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と　
き　
２
月
10
日（
水
）

 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
三
次
市
福
祉
保
健

　
セ
ン
タ
ー
２
階　
活
動
交
流
室

●�

対　
象　
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

て
い
る
方
と
そ
の
家
族・支
援
者

●
参
加
費（
お
茶
代
）１
０
０
円

●�

申
込
方
法　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

備
北
障
害
者
就
業
・

　
　
　
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
３

－

１
８
９
６

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

１
８
９
７

統
合
失
調
症
の
方
の

家
族
学
習
会

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
を

対
象
に
、
病
気
の
理
解
や
対
応
の

仕
方
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。
同
じ

悩
み
を
持
つ
者
同
士
で
気
軽
に

集
っ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
と　
き

　
２
月
18
日（
木
）

 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

 

２
階　
活
動
交
流
室

●�

内　
容

　

 

テ
ー
マ
ト
ー
ク（
１
月
の
学
習

会
で
の
疑
問
点
や
親
亡
き
後
の

生
活
な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま

し
ょ
う
）

●�
申
込
方
法　
２
月
16
日（
火
）

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問 

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎（
０
８
２
４
）６
５

－
１
１
３
１

　（
０
８
２
４
）６
５

－
１
１
３
２

医
療
保
険

国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替（
２
年
前
納
、１
年

前
納
、６
カ
月
前
納
）の

お
申
し
込
み
期
限
は

２
月
末
日
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

（
２
年
前
納
、１
年
前
納
、６
カ
月

前
納
）は
、
毎
月
納
付
や
現
金
納

付
の
前
納
保
険
料
と
比
べ
、
割
引

た
い
こ
と
を
書
い
て
お
く
と
、

受
診
の
際
に
役
立
ち
ま
す
。

年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

病
気
の
予
防
と
と
も
に
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
生
活

習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
見
つ
け
る

た
め
に
健
康
診
断
を
定
期
的
に
受

け
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に

は
、
先
発
医
薬
品
と
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）が
あ

り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

と
は
、
先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
、
同
じ
有
効
成
分
に
よ

り
製
造
さ
れ
た
医
薬
品
で
す
。
一

般
的
に
開
発
費
用
が
安
く
抑
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
先
発
医
薬
品
に

比
べ
て
低
価
格
の
た
め
、
薬
代
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

額
が
大
き
く
大
変
お
得
で
す
。

例
え
ば
、
平
成
27
年
度
の
保
険

料
の
割
引
額
は
、２
年
前
納
で
は

１
万
５
，３
６
０
円
、１
年
前
納
で

は
３
，９
２
０
円
、６
カ
月
前
納
で

は
１
，０
６
０
円
の
割
引
に
な
り

ま
す
。

●
申
込
期
限

　
平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）

　
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
手
帳
ま

た
は
納
付
書
、
通
帳
、
金
融
機
関

届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
金
融
機

関
、
市
民
課
保
険
年
金
係
・
各
支

所
ま
た
は
三
次
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

市
民
課
保
険
年
金
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
４

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　
日
本
年
金
機
構

　
三
次
年
金
事
務
所（
国
民
年
金
課
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
１
０
７

病
院
・
薬
と
上
手
に

付
き
合
い
ま
し
ょ
う

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
「
か
か
り
つ
け
医
」と
は
、
皆
さ

ん
の
日
常
的
な
診
療
や
健
康
管
理

等
を
行
っ
て
く
れ
る
医
師
の
こ
と

で
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
は
健
康

診
断
の
結
果
な
ど
を
報
告
し
、
予

防
も
含
め
て
普
段
か
ら
何
で
も
相

談
で
き
る
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

病
歴
・
健
康
状
態
・
体
質
・
家
族

状
況
な
ど
を
継
続
的
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、適
切
な
対
応
を
と
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
く
す
り
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
お
く
す
り
手
帳
」と
は
、
処

方
さ
れ
た
薬
の
名
前
や
飲
む
量
な

ど
の
記
録（
薬
歴
）を
残
す
た
め
の

も
の
で
す
。
薬
の
種
類
や
飲
ん
だ

期
間
、
副
作
用
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の

有
無
な
ど
の
情
報
を
管
理
す
る
こ

と
で
、
副
作
用
や
薬
の
重
複
に
よ

る
身
体
へ
の
負
担
な
ど
の
リ
ス
ク

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
上
手
に
活
用
す
る
た
め
に
、
次

の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

● 

受
診
時
は
必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う

　

�

薬
の
飲
み
合
わ
せ
な
ど
を

　
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
ま
す
。

● 

一
冊
に
ま
と
め
て
管
理
し
ま

し
ょ
う

　

�

飲
ん
で
い
る
薬
を
一
冊
に
記
録

す
る
こ
と
で
、
飲
み
合
わ
せ
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
効
果
的
に
で

き
ま
す
。

● 

市
販
の
薬
や
健
康
食
品
も
記
録

し
ま
し
ょ
う

　

�

良
く
な
い
飲
み
合
わ
せ
が
見
つ

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

● 

気
に
な
る
こ
と
や
わ
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
を
記
録
し
ま
し
ょ
う

　

 
体
調
の
変
化
や
気
に
な
る
こ

と
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
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●
募
集
訓
練
科
等

◦ 

自
動
車
整
備
科（
期
間
２
年
、
高

卒
18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◦ 

溶
接
加
工
科（
期
間
１
年
、45
歳
以
下
）

◦ 

建
築
科（
期
間
１
年
・
45
歳
以
下
）

◦ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
期
間
６
カ
月
、

年
齢
制
限
な
し
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
、事
前
に
ご
連
絡
し
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切

　
２
月
10
日（
水
）必
着

※
選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等

の
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特 

典　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、

公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
）の
指
示
に
よ
っ
て
入
校
し

た
人
は
、
訓
練
の
終
了
日
ま
で

受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ

か
、
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問 

三
次
高
等
技
術
専
門
校

　
三
次
市
十
日
市
南
６
‐
14
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

３
４
３
９

放
送
大
学�

４
月
生
募
集

 

平
成
28
年
度
第
１
学
期（
４
月

入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

●
出
願
期
間

　
12
月
１
日（
火
）～

 

３
月
20
日（
日
・
祝
）

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

電
話
か
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
）２
４
７

－

４
０
３
０

　

（
０
８
２
）２
４
７

－

４
４
６
１

「
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
書
」へ
の
意
見
募

集�

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　
三
次
市
は
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
以

降
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
１
月
15
日（
金
）～

 

２
月
３
日（
水
）

●
対
象

◦ 

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
方
、
ま

た
は
市
内
の
学
校
に
在
学
の
方

◦ 

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

が
あ
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他

の
団
体

●
資
料
の
閲
覧

　

 

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
の
窓
口
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
の
提
出
方
法

　

 

持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

募

　集

三
次
市
任
期
付
短
時
間
勤
務

職
員
採
用
試
験�
（
保
健
師
）

　
こ
の
試
験
で
募
集
す
る「
任
期
付

短
時
間
勤
務
職
員
」と
は
、
公
務

の
能
率
的
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、

一
般
職
と
し
て
採
用
さ
れ
る
任
用

期
間
に
定
め
の
あ
る
職
員
で
す
。

●
採
用
職
種　
保
健
師

●
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

●
受
験
資
格（
詳
細
は
要
項
を
参
照
）

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

① 

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

②
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人

③ 

平
成
28
年
４
月
１
日
に
採
用
可

能
な
人

●�

職
務
内
容　
地
域
保
健
事
業
に

お
け
る
健
康
相
談
、保
健
指
導
、

訪
問
指
導
な
ど
の
業
務

●
勤
務
形
態　
週
31
時
間
勤
務

●
給
与
等

　
給
料
月
額 

16
万
３
，０
４
０
円

　

 

通
勤
手
当
、時
間
外
勤
務
手
当
、

期
末
勤
勉
手
当（
賞
与
）等
の

支
給
有

●�

任
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で（
任
用
期
間
満
了
の
翌
日
か

ら
、
最
長
で
２
年
間
ま
で
延
長

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

●
採
用
予
定
時
期

　
平
成
28
年
４
月
１
日

●
応
募
締
切　
１
月
27
日（
水
）

●
試 

験 

日　
２
月
７
日（
日
）

●
試
験
科
目　
作
文
・
面
接

●
試
験
要
項・申
込
書
の
入
手
方
法

　

 

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
で
受
け

取
れ
る
ほ
か
、
郵
送
に
よ
り
請

求
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

※
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
左
下

に
赤
字
で「
受
験
案
内
・
申
込
書
請
求

（
任
期
付
職
員
）」と
書
き
、１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
Ａ
４
版
の
返
信
用
封
筒

（
返
信
先
を
明
記
）を
同
封
し
て
送
付

の
こ
と

応
募
・
問 

総
務
課
職
員
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
０
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

臨
時
保
育
士
募
集

●
雇
用
期
間

　
６
カ
月（
更
新
の
制
度
あ
り
）

●
勤
務
時
間

　
シ
フ
ト
勤
務（
週
休
２
日
制
）

●
必
要
な
資
格　
保
育
士

●
賃　
金

　
日
給
８
，１
１
０
円
～

　

 （
勤
務
年
数
加
算
・
シ
フ
ト
勤

務
加
算
あ
り
）

●�

労
働
条
件
等　
通
勤
手
当
、
社

会
保
険
、
雇
用
保
険
、
有
給
休

暇
あ
り

問 

子
育
て
支
援
課
保
育
係　

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－
６
１
４
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－
６
３
０
０

平
成
28
年
度
入
校

防
衛
大
学
校
学
生

採
用
試
験

●
募
集
種
目　
一
般
後
期

●�

応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
、高
卒（
見
込
み
含
む
）

以
上
21
歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間

　
１
月
20
日（
水
）～
29
日（
金
）

●
試
験
期
日

　
１
次
：
２
月
20
日（
土
）

　
２
次
：３
月
11
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
自
衛
隊
三
次
地
域
事
務
所

　
☎
・

 

（
０
８
２
４
）６
２

－

０
３
５
０

公
共
職
業
訓
練
と
は

資
格+

技
能=
就
職
！

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
平
成
28
年
４
月
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。
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介
し
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ

て
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と　
き

　
２
月
16
日（
火
）10
時
～
13
時

※
受
付
９
時
50
分
～

●�

と
こ
ろ　
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
調

理
体
験
工
房（
東
酒
屋
町
）

●
定　
員　
15
人

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
締
切　
２
月
９
日（
火
）

申
・
問 

健
康
推
進
課
健
康
企
画
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

青
少
年
育
成
大
会

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る

力
と
な
る「
生
き
る
・
生
き
抜
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
頃
の
思
い
や
自

分
が
就
き
た
い
職
業
に
つ
い
て
、

市
内
の
高
校
生
が
意
見
を
出
し
合

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
会
場
で
高
校
生

の
意
見
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

●
と　
き

　
１
月
31
日（
日
）13
時
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り

　
セ
ン
タ
ー　
ペ
ペ
ら
ホ
ー
ル

●
内　
容　
意
見
発
表
＆
パ
ネ
ル

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
パ
ネ
リ
ス
ト　

　
日
彰
館
高
校
・
三
次
青
陵
高
校
・

　
三
次
高
校
の
皆
さ
ん

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
三
好
久
美
子
さ
ん

●
参
加
費　
無
料

問 

青
少
年
育
成
三
次
市
民
会
議

（
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
９
２

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
７

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

●�

募
集
住
宅　
三
次
市
内
の
県
営

住
宅
の
う
ち
、
新
た
に
空
家
が

生
じ
た
住
宅

●
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
月
）～
３
日（
水
）

※
最
終
日
ま
で
の
消
印
有
効

●
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

●�

受
付
機
関　
広
島
県
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合　
県
営
住

宅
管
理
グ
ル
ー
プ

※
詳
し
く
は
、１
月
25
日（
月
）か
ら
配
布

さ
れ
る
申
し
込
み
の
し
お
り
・
募
集
一

覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

　

 

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同

組
合
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
３
‐
36

　
向
田
ビ
ル
１
階

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
５
７
５

ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
最
終
日
の
消
印
ま
で
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
場
合
は
送
信
記
録

が
最
終
日
の
も
の
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

●
ご
意
見
の
取
り
扱
い

　

 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

市
の
考
え
と
と
も
に
整
理
し
、

ご
意
見
の
内
容
の
み
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

※
個
々
の
ご
意
見
に
直
接
回
答
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問 

　
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　
〒
７
２
８
‐
８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
２
‐
８
‐
１

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

kikaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

参
加
者
募
集

　
市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
に
日

本
語
を
教
え
て
み
た
い
方
を
対
象

に
、
初
心
者
向
け
の
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
外
国
語
が
話
せ
る
必
要

も
指
導
す
る
た
め
の
資
格
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と　
き

　
２
月
14
日（
日
）

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
者　
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

●
講　
師　
犬い
ぬ
飼か
い
康や
す
弘ひ
ろ
さ
ん

　

 （
ひ
ろ
し
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

 

日
本
語
常
勤
講
師
）

●
定　
員　
30
人

●
参
加
費　
無
料

申
・
問 

地
域
振
興
課
ひ
と
づ
く
り
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
４
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
５

ア
ラ
イ
グ
マ・

ヌ
ー
ト
リ
ア
防
除

従
事
者
養
成
講
習
会

　
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
ア
ラ
イ

グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
に
よ
る
農
作

物
等
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め
、

防
除
従
事
者
の
養
成
を
目
的
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
講
習
会
を
受
講
し
防
除
従

事
者
と
な
る
こ
と
で
、
狩
猟
免
許

や
捕
獲
許
可
が
な
く
て
も
、
市
か

ら
小
型
箱
わ
な
の
貸
し
出
し
を
受

け
て
、
ア
ラ
イ
グ
マ
と
ヌ
ー
ト
リ

ア
の
捕
獲
や
殺
処
分
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と　
き

　
２
月
１
日（
月
）

　
13
時
30
分
～
16
時

�

● 

と
こ
ろ　
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー　
ぺ
ぺ
ら
ホ
ー
ル

●�

応
募
方
法　
１
月
26
日（
火
）

ま
で
に
、
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員（
１
５
０
人
）に
な
り
次
第
、
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

※
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
も
と
も
と
日
本
に
生

息
し
て
い
な
か
っ
た
動
物
で
す
。
生
息

状
況
を
把
握
し
効
果
的
に
防
除
す
る
た

め
、
ア
ラ
イ
グ
マ
と
思
わ
れ
る
動
物
を

見
か
け
た
ら
、
市
へ
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

応
募
・
問 
農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
３

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
１
７
２

楽
し
く
学
ぼ
う・作
ろ
う・

食
べ
よ
う
！

野
菜
ク
ッ
キ
ン
グ

　

栄
養
士（
地
域
活
動
栄
養
士
会

所
属
）に
よ
る
旬
の
野
菜
を
使
っ
た

簡
単
・
時
短
レ
シ
ピ
を
続
々
と
紹
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応募・問 広島北部地域職業訓練センター（三次市職業訓練センター）　※定員になり次第、受け付けを締め切りますのでご了承ください
　　　　☎・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp　 http://www.nhvtc.ac.jp/

　就職活動中の市民の皆さんと市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
●受講料：無料　※ただし、講座によってはテキスト代等が別途必要です。

■一般職業訓練講座　※時間は変更になる場合があります
講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 受　講　料　（　）は会員価格

新入社員トレーナー養成講座 2/17 水 13：00～17：00 15 � 7,000円（6,000円）

Word基礎コース 2/2～23 火・木 13：00～15：00 10 � 8,000円※テキスト代別

Excelコース 2/22～3/28 月・木 18：30～20：30 10 13,000円※テキスト代別

講　座　名 期　　間 時　間 定員（人） 内　　容
Word＆Excel基礎コース 2/2～3/15 火・木 13：00～15：00 10 ワープロ、表計算ソフトの基本操作を習得します。

■三次市委託職業訓練講座

市営住宅の申し込みをされる際には、所定の入居申込書をご提出ください。
■１月募集住宅　募集戸数：各１戸、募集期間：１月20日（水）～１月28日（木）

住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃
（月収による） 構造・間取り等 収入要件

（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

みどりヶ丘住宅15号　－公営住宅－�
（昭和62年度築）　単身申込可

三良坂町三良坂�
10461番地116

13,200円～�
19,700円

木造２階建、
3DK、水洗

政令月収額158,000円以
下（高齢者世帯、障害者
世帯などの場合214,000
円以下）の世帯

①現在、住宅に困っていること。
②�申込者と同居親族が、税金およびその
他の料金を完納していること。
③�同居者は、夫婦（婚約者、内縁関係含む）
親子を主体とした親族であること。
④�申込者または同居親族が暴力団員でな
いこと。

日南住宅37号　－公営住宅－�
（平成７年度築）　単身申込可

三良坂町三良坂�
1119番地８

20,000円～�
29,900円

木造２階建、
3DK、水洗

西田２号住宅５号棟203号室　－公営住宅－�
（平成13年度築）　単身申込可

吉舎町吉舎�
643番地１

18,200円～�
27,100円

中層耐火３階建（２階）、
2LDK、水洗

時兼住宅８－２号　－公営住宅－�
（平成４年度築）　単身申込可

甲奴町本郷�
648番地

16,600円～�
24,700円

木造２階建、
3DK、水洗

下原住宅212号室　－特定公共賃貸住宅－�
（平成15年度築）　単身申込可

十日市西2-9-1�
212号

37,000円～�
52,000円

中層耐火４階建（２階）、
２LDK、水洗

政令月収額158,000円を
超え487,000円以下の世帯

■随時募集住宅　募集戸数：各１戸、受け付け・審査後入居可能
住宅名・部屋番号 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

下板木住宅７号　－公営住宅－�
（平成６年度築）　単身申込可

三和町羽出庭�
10312番地21

16,700円～�
24,900円

木造２階建、
３DK、水洗

政令月収額158,000円
以下（高齢者世帯、障
害者世帯などの場合
214,000円以下）の世帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金およびその
他の料金を完納していること。
③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関係含む）
親子を主体とした親族であること。
④申込者または同居親族が暴力団員でな
いこと。

大伴住宅５号　－公営住宅－�
（平成７年度築）　単身申込可　

布野町下布野�
552番地１

16,900円～�
25,200円

木造２階建、
３DK、水洗

井神住宅4-1号　－公営住宅－�
（平成６年度築）　単身申込可

甲奴町小童�
935番地

16,800円～�
25,000円

木造２階建、
３DK、水洗

伊賀和志住宅1-101号　－公営住宅－�
（昭和54年度築）　単身申込可

作木町伊賀和志�
226番地3

8,100円～�
12,000円

簡易耐火平屋建、
３DK、水洗

甲奴駅前団地Ａ2-2号室　－公営住宅－�
（平成９年度築）　単身申込可

甲奴町本郷�
679番地1

22,000円～�
　32,800円

中層耐火３階建（２階）、
３LDK、水洗

みどりヶ丘団地30号－特定公共賃貸住宅－�
（平成５年度築）　単身向け

三良坂町三良坂�
10461番地140

26,000円～�
　56,000円

木造平屋建、
２DK、水洗

政令月収額158,000円
を超え487,000円以下
の世帯

松ヶ瀬団地3-4号室－特定公共賃貸住宅－�
（平成６年度築）　単身向け

君田町東入君�
240番地 18,000円 木造２階建（２階）、

１DK、水洗

甲奴駅前団地A3-2号室－特定公共賃貸住宅－�
（平成９年度築）　単身申込可

甲奴町本郷�
679番地1

37,000円～�
　60,000円

中層耐火３階建（３階）、
２DK、水洗

甲奴駅前団地B3-3号室－特定公共賃貸住宅－�
（平成10年度築）　単身申込可

甲奴町本郷�
679番地1

37,000円～�
　60,000円

中層耐火３階建（３階）、
２DK、水洗

上作木団地１号棟　－特定公共賃貸住宅－�
（平成11年度築）　単身申込可

作木町上作木�
353番地13 30,000円 木造２階建、

５DK、水洗

ニュータウン常清３号棟　－定住住宅－�
（平成５年度築）　単身申込不可

作木町下作木�
965番地2 25,000円 木造２階建、

４LDK、水洗 収入要件なし
上記①～④および、三次市に住民登録さ
れている方、住民登録を移すことが誓約
できる方。三次市定住促進住宅�

（昭和56年～ 62年度築）　単身申込可
三次町・吉舎町・�
三良坂町

30,000円～�
35,000円

鉄筋５階建、
３DK、水洗

世帯の年間収入の12分
の１の額が、家賃の3倍
以上あること

吉舎ほのぼの高齢者住宅１号室�
－高齢者優良賃貸住宅－�
（平成13年度築）　単身申込可

吉舎町吉舎�
618番地１

24,000円～�
29,300円

準耐火平屋建、
２LDK、水洗

政令月収額268,000円
以下の世帯

①県内に住所または勤務場所を有する60
歳以上の方。
②自立した生活ができる単身者、もしく
は配偶者（婚姻の届出をしないが事実
上婚姻関係と同様の事情にある、その
他婚姻の予定者を含む）または60歳以
上の親族と同居する方。
③申込者または同居親族が暴力団員でな
いこと。

市営住宅 入居者募集

※入居適格者が募集戸数を超える場合は当選者と補欠者を抽選で決定します。補欠者は、１年間申込住宅の補欠となります。
※入居資格について、当該市町村の税およびその他の料金が課税または賦課されていない方は、この限りではありません。
応募・問 財産管理課住宅管財係 ☎（0824）62-6161  （0824）62-6235　または各支所
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項　目 詳　細
自 動 車 登 録 番 号 広島�00�ら�2410
初 度 登 録 年 月 平成４年 11月
自 動 車 の 種 別 大型特殊
自 家 用 ・事 業 用 の 別 自家用
車 体 の 形 状 ショベル・ローダ
車 名 キャタピラー
乗 車 定 員 ２人
車 両 重 量 9,150kg
車 両 総 重 量 9,260kg
車 台 番 号 1YKO1349
長 さ 646㎝

幅 330㎝
高 さ 320㎝
型 式 1YK
原 動 機 の 型 式 2ZF
総 排 気 量 4.39L
燃 料 の 種 類 軽油
ア ワ ー メ ー タ ー 1,500h
有効期間の満了する日 期限切れ
最低売却価格（税込み） 162万円

●
受
付
期
間

　
1
月
18
日（
月
）～
29
日（
金
）

※
郵
送
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
1
月
29
日（
金
）

必
着

●
申
込
方
法

　

 

所
定
の
用
紙
で
作
木
支
所
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
後
日
作
木
支
所
で
入

札
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
現
状
で
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
。

※
購
入
後
の
経
費（
名
義
変
更
な
ど
）は
、
購
入

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

応
募
・
問 

作
木
支
所

　
☎（
０
８
２
４
）５
５

－

２
１
１
１

　

（
０
８
２
４
）５
５

－

３
６
７
８

市
保
有
車
両
を
売
却
し
ま
す

第６回

みわ凧
たこ
あげ大会

三次市住民自治組織連合会主催
「まちづくり講演会」

手作りの凧が、大空へ舞い上が
る姿をお楽しみください。

バザーもあります。
▶と　き　１月24日（日）
　　　　　お昼１2時30分～
▶ところ　三和総合運動公園

市民一人ひとりがまちづくり
に参画し、活力に満ちた住みよ
い地域社会をつくりあげていく
ことを目的とした講演会です。
皆さんぜひご参加ください。

問 三和町自治連合会　☎（0824）52-7086

問 三次市住民自治組織連合会事務局（地域振興課内）
 　☎（0824）62-6395　 （0824）62-6235

▶と　　き　１月30日（土）　13時30分～16時
▶と こ ろ　みよしまちづくりセンター
▶講　　師　明治大学農学部
　　　　　　教授　小

お
田
だ
切
ぎり
　徳
とく
美
み
さん

▶事例発表　田幸地区町内会連合会
※無料の託児ルームあり

地域のイベント情報
イベント名 問い合わせ先

第32回和田地区新春マラソン大会
▶１月17日（日）９時～
▶向江田町内
　（郷

ごう
組公会堂「やすみどん」スタート）

和田自治連合会
☎（0824）66-1050

あったかイベント＆きんさい映画会
▶１月31日（日）10時30分～
▶十日市コミュニティセンター

十日市自治連合会
☎（0824）62-3662

入場
無料
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広告

三次ロータリークラブ創立55周年記念事業
こんにちは自衛隊音楽隊です
～「キリリ」とした吹奏楽を「きりり」で～

吉
よし
名
な
よがんすのぉ～祭り

三次市委託事業
創業セミナー

広島県立総合技術研究所
林業技術センター研究成果発表会

旧三次市内では初めての開催です。陸上自衛隊第
13音楽隊による素晴らしい演奏をお楽しみください。

吉名町の特産品のじゃがいも、カキ、あなご、タコ
などをはじめ、おいしい出店がいっぱい。特設ステー
ジや体育館でのパフォーマンスも多彩で、町をあげて
の楽しいイベント満載です。
▶と　き　１月24日（日）９時30分～14時30分
▶ところ　吉名小学校（竹原市吉名町4907番地１）

創業に向けて一歩を踏み出
すためのセミナーです。先輩
経営者の生の声も聞くことが
できますので、気軽にご参加
ください。
▶と　き　２月６日（土）
　13時30分～16時30分

森林・林業・木材に関
する研究の成果等につい
ての発表会です。ぜひ、
ご来場ください。

問 三次ロータリークラブ創立55周年記念事業係
　 （三次商工会議所内）　☎（0824）62-3127

問 吉名よがんすのぉ～祭り実行委員会
 　☎（0846）25-1674

申・問 三次広域商工会
　　　☎（0824）44-3141　 （0824）44-3390

問 広島県立総合技術研究所 林業技術センター技術支援部
 　☎（0824）63-0897　 （0824）63-7103

▶と　き　２月13日（土）14時～15時30分
　　　　　※13時30分開場
▶ところ　三次市民ホールきりり

▶ところ　三次ロイヤルホテル

▶参加料　無料
※２月１日（月）までに電話かFAXでお申し込みください。

▶講　師　
　価値組思考コンサルティング　代表� 秋

あき
井
い
　正
まさ
宏
ひろ
さん　

　カフェ�リトルティーポット　代表� 島
しま
田
だ
　美

み
香
か
さん　

　rsmNAIL-リズムネイル-　代表� 原
はら
　めぐみさん　

▶と　き　２月５日（金）13時～16時
▶ところ　みよしまちづくりセンター
▶特別講演　「森林資源を未来へつなぐ林木育種」
　講　師　国立研究開発法人　森林総合研究所
　　　　　林木育種センター
　　　　　遺伝資源部長　生

うぶ
方
かた
　正
まさ
俊
とし
さん

近隣市町のイベント情報

入場
無料
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奥田元宋・小由女美術館

常設展「奥田元宋・奥田小由女の世界」
日本画家・奥田元宋と人形作家・奥田小由女の代表作をお楽しみください。

▼休 館 日　１月13日（水）・14日（木）

▼開館時間　９時30分～17時（入館は閉館の30分前まで）

▼常設展入場料
　一般800 円（700）円　ペアチケット（一般男女のペア）1,500円　大学生400 円（300）円
※高校生以下、身体障害者手帳など所持者は観覧料無料　※（　）内は20人以上の団体

申・問 奥田元宋・小由女美術館　☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012

人
形
館
だ
よ
り
vol.26

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト

作
品
紹
介

２
０
１
４
年
に
完
成
し
た
新
作
の
人

形
作
品
。
使
わ
れ
て
い
る
素
材
は
肌
の

縮ち
り

緬め
ん

以
外
、辻
村
寿
三
郎
が
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
の
骨
董
屋
や
生
地
屋
を
巡
っ
て
収

集
し
た
も
の
で
す
。
特
に
ス
カ
ー
ト
に

使
わ
れ
て
い
る
生
地
は
ゴ
ブ
ラ
ン
織
り

で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
文
様
が
入
っ
て
い
ま
す
。

マ
リ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
ル
イ
16
世
の
王
妃
で
す
。
パ
リ
市
民
の

税
金
を
浪
費
し
て
贅
沢
な
生
活
を
送
っ
た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の

と
き
、
ギ
ロ
チ
ン
で
処
刑
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
で
も

パ
リ
市
民
に
と
っ
て
は
、
マ
リ
ー
と
言
え
ば
悪
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
。
し
か
し
、
辻
村
は
そ
う
い
う
女
性
だ
か
ら
こ
そ
人
形
で

作
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

構
想
を
４
・
５
年
か
け
、
パ
リ
国
立
図
書
館
に
い
る
友
人
か
ら
も

資
料
の
提
供
を
受
け
る
な
ど
し
て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
マ
リ
ー
に
対

し
て
の
想
い
が
溢
れ
る
人
形
作
品
で
す
。�

（
学
芸
員　

所ところ 

秀ひで
之ゆき
）

新
作�

マ
リ
ー
・ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト�

真
田
十
勇
士

企
画
展

●
と　
　
き　
４
月
10
日（
日
）ま
で

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
毎
月
第
３
日
曜
日（
11
時
～
・
14
時
～
）

●
開
館
時
間　
10
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

●
休 

館 

日　

�

毎
週
水
曜
日【
試
行
中
】

�

（
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
、
翌
平
日
休
館
）

●
入 

館 

料　
一
般
８
０
０
円（
７
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
学
生
４
０
０
円（
３
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
中
学
生
以
下
無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
所
持
者
は
無
料　
※（　

）内
は
10
人
以
上
の
団
体
料
金

問 
辻
村
寿
三
郎
人
形
館　
☎（
０
８
２
４
）６
４

－

１ジ
ュ０
３サ
ブ
６ロ
ー

展示室内でのガイド研修の様子

奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆
さんのご協力によって運営されています。ボランティア
の会（OGS夢スタッフ）は、受付・監視、環境美化、ガ
イド、広報、事務・イベント、呈茶の各グループで構成
されています。
ボランティア活動を多くの人に知っていただくため、
次のとおり研修会を開催します。どうぞ気軽にご参加く
ださい。お申し込み・お問い合わせは美術館まで！

▼と　き　２月12日（金）・13日（土）14時～ 17時　※いずれも同内容です

▼ところ　奥田元宋・小由女美術館　３階多目的室ほか

▼内　容　活動内容の紹介、奥田夫妻の芸術について（展示室内での解説）など

美術館をもっと楽しみたいあなたへ
新しい仲間を募集します！
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問 三良坂平和美術館 ☎（0824）44-3214

美術館あーとあい・きさ企画展

吉舎町内幼児＆児童生徒美術作品展
町内保育所幼児から高校生までの、子どもたち

の日頃の学習の成果を十二分にご鑑賞ください。

▶開館時間　10時～17時
▶休 館 日　月曜日　※１月11日は開館
▶入 場 料　無料
問 美術館あーとあい・きさ
 　☎・ （0824）43-2231

はらみちを美術館企画展

問 はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
　 ☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

PART4では柿
かき

手
て

春
しゅん

三
ぞう

と池袋モンパルナ
ス時代の仲間たちの作品をご紹介します。
▶主な出品作家　大

おお

野
の

五
ご

郎
ろう

、柿手春三、
　長

は

谷
せ

川
がわ

利
とし

行
ゆき

、福
ふく

沢
ざわ

一
いち

郎
ろう

、丸
まる

木
き

俊
とし

�ほか11人
▶と　　き
　１月29日（金）～２月21日（日）
▶開館時間　９時～17時
▶休館日　月曜日　※1月11日は開館
▶入館料　一般400円、65歳以上300円、
　　　　　高校生200円
※中学生以下、障がい者手帳など所持者は無料

PART4
　【池袋モンパルナスの仲間たち】

岩国市在住の西本睦子さんの作品を紹介しま
す。すてきなキルトの世界をお楽しみください。
▶と　　き　開催中～１月31日（日）

三良坂平和美術館企画展

古くから日本人の日常生活の中に根ざした竹の加工品
（竹細工）。例えば、日用品、玩具、農業や漁業でも用
途に合わせた竹製品があります。竹の性質を生かした用
具などを展示し、先人の知恵と伝統を学びます。

▶と　　き　開催中～３月27日（日）まで
▶開館時間　10時～17時
▶休 館 日　月曜日　※1月11日は開館

吉舎歴史民俗資料館企画展

企画展 竹の文化史

常設展
広島県指定史跡
　　「三

み

玉
たま

大
おお

塚
つか

古墳」出土品・復元模型
吉舎町の山城　
　　「南

なん

天
てん

山
ざん

城」「平
ひら

松
まつ

城」いずれも復元模型

問 吉舎歴史民俗資料館　☎・ （0824）43-2231

西
にし

本
もと

睦
むつ

子
こ

 パッチワーク作品展「私の針仕事」

「写真との出逢い、食との出逢い」は私の人生
の宝物、と語る迫本さんの写真や食についての思
いを紹介します。
▶と　　き　２月７日（日）～３月21日（月・休）

迫
さこ

本
もと

伸
のぶ

子
こ

 フォト作品展「出逢いの人生」

M
み ら さ か
IRASAKA C

コ レ ク シ ョ ン
OLLECTION 25th�

anniversary

と　　　き 作　品
１月16日（土）～26日（火）
休館日：１月18日（月）・25日（月）

町内各保育所
町内各小学校

２月２日（火）～12日（金）
休館日：２月８日（月） 日彰館高等学校

２月17日（水）～27日（土）
休館日：２月22日（月） 吉舎中学校

※�中学生以下、障害者手帳など所持者とその介助者は無料

▶開館時間　９時～17時
▶休 館 日　１月19日（火）、２月16日（火）・17日（水）
▶入 場 料　一般300円、高校生150円

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
覧
会

県
立
広
島
大
学
の
文
化
財

―�

毛
利
氏
・宮
島
・地
域
の
た
か
ら�

―

●
と　
き　
２
月
19
日（
金
）～
３
月
21
日（
月
・
休
）

問 

み
よ
し
風
土
記
の
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 　
（
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　
☎（
０
８
２
４
）６
６

－

２
８
８
１

　

（
０
８
２
４
）６
６

－

３
１
０
６

展
覧
会
関
連
行
事

記
念
講
演
会
①

　「
元も

と
就な
り
・
隆た
か
元も
と
・
輝て
る
元も
と

　毛
利
家
三
代
の
古
文
書
」

●
と　
き　
２
月
20
日（
土
）

　
展
示
解
説
会　
●
２
月
21
日（
日
）

記
念
講
演
会
②

　「
先
人
の
声
が
聞
こ
え
る

�

―
地
域
文
化
資
料
を
読
む
た
の
し
み
―
」

●
と　
き　
３
月
５
日（
土
）

記
念
講
演
会
③

　「
近
世
・
近
代
の
宮
島 

　―
春
の
景
色
を
中
心
に
―
」

●
と　
き　
３
月
19
日（
土
）

　
展
示
解
説
会　
●
３
月
20
日（
日・祝
）

ふ
ど
き
の
丘
体
験
教
室

こ
ふ
ん
の
森
た
ん
け
ん
③
野
鳥
か
ん
さ
つ

　
●
と　
き　
２
月
13
日（
土
）

風
土
記
の
丘
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
「
春
を
待
つ　
三
次
人
形
と
ひ
な
人
形
」

　
●
と　
き　
１
月
22
日（
金
）～
３
月
27
日（
日
）

歴
風
ト
ー
ク

　
「
映
像
で
伝
え
る
手
作
業
の
農
業（
仮
題
）」

　
●
と　
き　
２
月
７
日（
日
）

　
「
絵
葉
書
か
ら
広
島
の
近
代
を
の
ぞ
い
て
み
る
」

　
●
と　
き　
３
月
13
日（
日
）

そ
の
他
の
予
定

日本三景の内（一～三）
《県立広島大学所蔵》
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市民ホール きりり イベント情報

問 三次市民ホールきりり　☎（0824）62-2222　 （0824）62-2230　休館日：水曜日
チケット販売所　三次市民ホール・三次市役所本庁・三次市立図書館（中央館）・CCプラザ・サングリーン

三次市民ホールきりり開館記念／「マイ・ハート弦楽四重奏団」結成20年／
「マイ・ハート・コンサート」開始20年記念事業
マイ・ハート・コンサート�in�三次　～�伝えよう笑顔と心�～
「一人ひとりの心・想いを環

つな

ごう」という理念でヴィオラ奏者
の沖

おき

田
た

孝
たか

司
し

さん（三良坂町出身）が中心となって結成された弦楽
四重奏団による「マイ・ハート・コンサート」は1995年から始ま
り、これまでに広島県全23市町、県外11都府県20市町で開催さ

三次市民ホールきりり開館記念
人形劇団プーク 「怪じゅうが町にやってきた」
伝説の怪じゅう「グリフィン」と心をかよわす神父と子どもたち。
ところが、町に変なうわさが広まります。「怪じゅうは年に一度食事
をする。好きな食べ物は子どもたち」さあ、大変！この続きは、ぜひ
市民ホールでお楽しみください！
▶と　き　２月28日（日）13時30分開演（13時開場）
▶料　金【全席指定】大人2,500円　子ども（４歳～18歳）1,500円
※３才まで入場無料。ただし、座席を使用する場合は有料。
※無料託児サービスがあります。申込期限　平成28年２月22日（月）

※ 未就学児入場不可。高校生以下チケットは三次市民ホールのみで販売します。
※無料託児サービスがあります。申込期限　平成28年２月12日（金）

三次市民ホールきりり開館記念

清
し

水
みず

アキラ＆清
し

水
みず

良
りょう

太
た

郎
ろう

プレミアムコンサート
ものまね四天王「清水アキラ」のベテラン芸。歌唱力を生かしたものまねが
話題の「清水良太郎」。プレミアムな親子共演をお楽しみください！
▶と　き　２月21日（日）15時開演（14時30分開場）
▶料　金【全席指定】　１階席5,500円、２階席5,000円、３階席4,500円、
　　　　　　　　　 　高校生以下1,500円（３階席に限る）

れました。心温まる演奏のハーモニーをお楽しみください！
▶と　き　２月14日（日）14時開演（13時30分開場）
▶料　金【全席自由】一般1,000円　小中高生500円
▶出演：マイ・ハート弦楽四重奏団
　　　　　ファーストヴァイオリン：辻

つじ

井
い

　準
じゅん

　　セカンドヴァイオリン：釋
しゃく

　伸
しん

治
じ

　　　　　ヴィオラ：沖田　孝司　　　チェロ：雨
あま

田
だ

　一
かず

孝
たか

　　　　ピースハーモニーみよし（みよしKIRIRI児童合唱団、コーラスたんぽぽ　ほか）
▶プログラム（予定）
　 弦楽四重奏曲第13番イ短調「ロザムンデ」、「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」より第１楽章、愛の

挨拶、赤とんぼ、「伝えよう笑顔と心」（三次市「ひと・かがやきフェスタ」イメージソング）ほか
※未就学児入場不可。無料託児サービスがあります。申込期限２月９日（火）
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２
月

十日市
会　場

パソコン　インターネット初歩
１日（月）～４日（木）14時～16時

三次市の番組
「市役所ほっとニュース」　 デジタル111Ch 　毎週水曜日～新内容
「広報みよし朗読の時間」　 デジタル121Ch 　毎月17日・18日 ９時～

月～金曜日

生放送 ▶ニュース　▶特集　▶お知らせ　▶天気
17 時30 分スタート

三次の話題満載！

☎（0824）65-2211お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前� 定員：各10人
※受講料は無料ですが、テキスト代金が必要です。
※�申込締切日前でも募集定員になり次第締め切
らせていただきますのでご了承ください。

パソコン教室のお知らせ「情報ストリート
あっちこっち三次」放送中

※�パソコンはWindows８（アップグレード版）、タブレットはアップル社製iPadを
ご用意します。（パソコン・タブレットの持ち込みはご遠慮ください。）

十日市会場…三次市生涯学習センター　　君田会場…君田生涯学習センター

2015スピーチ交流会
市内の中学生と高校生が、自分の考えや
思いをテーマに沿って英語で発表します
放送日　１月17日（日）10時30分～

1
月

十日市
会　場

パソコン初歩コース
18日（月）～21日（木）14時～16時

君　田
会　場

タブレット初歩コース
25日（月）～28日（木）14時～16時

行　事　名 と　き と　こ　ろ
「きこえ」に困っている人のための相談会

相談員　伊
だ て

達 元
げんいちろう

一郎（身体障害者相談員）

２月13日㈯
相談時間　９時～ 12時
※要約筆記あり

三次市福祉保健センター１階相談室

知的障害の相談会
相談員　新

しんもと
元 史

ふみ
子
こ
（知的障害者相談員）

連絡先　☎090-2297-4546（新元）

２月20日㈯
相談時間　14時～ 16時 
※要予約

三次市福祉保健センター１階相談室

ピア・カウンセリング
ピアとは仲間の意味です。同じ障害を持った仲間が、相談

を受けています。
例えば、病気（特に統合失調症など）との付き合い方・人と

の付き合い方・障害による悩み・障害による就職や恋愛の悩
み・話を聴いて欲しいなどの相談をしてみませんか。

随　時
※要予約
カウンセリング時間
約１時間

三次市福祉保健センター
２階活動交流室

（またはご自宅へ訪問します）

■障害者相談会  無料

問 三次市障害者支援センター　☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132

■ひとことアドバイス
○�ヘアカラーリング剤のうち、医薬部外品である酸化染毛剤（ヘアカラー・ヘ
アダイ・白髪染め等）は、その主成分でアレルギー性の皮膚炎を起こしやす
いことが知られています。
○�軽微なかゆみや痛みを無視して毛染めを続けるうちに、重篤な症状が現れる
こともあります。染毛剤を使用する際には必ず毎回、事前にセルフテスト〔皮
膚アレルギー試験（パッチテスト）〕を行うことが大切です。
○�これまで染毛剤を使用して異常を感じたことのない人でも、突然アレルギー
を起こすことがあります異常を感じた場合は、すぐに使用をやめ医療機関を
受診しましょう。� （独）国民生活センター「見守り新鮮情報」から

問 市民課市民窓口係（消費生活センター）　☎（0824）62-6222　 （0824）63-2809

染毛剤による皮膚炎が起きています
■事例
同じ染毛剤を使ってすでに２回
毛染めをしている。自宅で３度
目に使用したところ、目が開か
ないほど顔面が腫れ、１週間仕
事を休んだ。メーカーに相談す
ると、セルフテストをしたかと
聞かれたが、説明書の字が小さ
くて内容を判読できなかった。
� （60歳代　男性）

DV 相談  無料
配偶者・パートナーからの暴力（DV）
で悩んでいませんか？
ひとりで悩まないで
　　相談してください！
　　　　あなたと一緒に考えます

※秘密は守ります。
※ DV（ドメスティックバイオレンス）とは、配偶者やパートナーのような親密

な相手から受ける暴力のことです。

問 女性活躍支援課女性活躍支援係
　 ☎（0824）64-6011　 （0824）62-6300

■就職に向けたスキルアップ相談会  無料

問 ひろしま北部若者サポートステーション（廣
ひろ
岡
おか
）

 　☎（082）516-6557

と　き ２月10日（水）13時30分～ 15時30分

ところ ハローワーク三次�大会議室

対　象 15歳～ 39歳の方

内　容 自分に合った就職活動の方法などの相談に乗ります

※電話でお申し込みください。
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相談日 と　き
毎週 月 ・火・木・金 曜日 ９時～ 16時

■消費生活相談  無料
消費生活に関する相談窓口として、消費生活セン
ターを設置しています。トラブルが発生したときや、
心配なときはご相談ください。

相談日 と　き
１月21日㈭・２月４日㈭ 13時～ 16時

■無料法律相談  無料
毎月弁護士による無料法律相談を行っています。事
前予約のうえ、ご利用ください。

問 市民課市民窓口係（消費生活センター）
 　☎（0824）62-6222　 （0824）63-2809

■年金・労働無料相談会  無料
　障害年金をあきらめていませんか。職場のトラブル
で困っていませんか。このような疑問や悩みに社会保
険労務士がお答えします。

問 社会保険労務士井上澄子事務所
 　☎（0824）62-0323

と　き 2月10日㈬、3月9日㈬�13時30分～ 16時
ところ 三次コミュニティセンター（三次ふれあい会館）
相談員 特定社会保険労務士 井

いの
上
うえ
　澄
すみ
子
こ
、道
みち
沖
おき
　りえ

※年金相談の方は年金定期便をご持参ください。

地域安全ニュース
三次警察署管内防犯組合連合会・三次警察署

新しい詐欺の手口！　～ 音声ガイダンスを使った詐欺に注意 ～

広島県警察では
・年間特殊詐欺被害額10億円以下
を目標に諸対策の推進に取り組んで
います。

なくそう！特殊詐欺被害
「アンダー10作戦」

問 三次警察署　☎（0824）64-0110　 （0824）64-0116

　メールマガジンで会員の皆さんにいち早く犯罪発生情報などをお知らせします。携帯
電話のバーコード読取機能を使って右のQRコードを読み取ってください。
　27警察署のうち、特定の警察署のメールだけを受信するように設定することができ
ます。また、情報種別については、「子ども・女性対象の事件、不審者情報」「防犯情報」

「県警からのお知らせ」の３つから、受信するメールを自由に選択できます。
メールマガジン会員登録

イダンスに沿って対応いただけない場合、給付金は
失効となります。受給希望の場合は１を、受給説明
希望の場合は３を押してください」�という案内が流
れます。その後、ショートメールで個人情報を要求
されるというものです。年齢にかかわらず、不審電
話がありますので注意してください。

■福祉総合相談支援センター巡回相談会

問 三次市福祉総合相談支援センター
 　（社会福祉課福祉総合相談係）
 　☎（0824）62-6284　 （0824）62-6404

三次市福祉総合相談支援センターを構成する６つの機関＊

の相談員が、皆さんの地域を巡回し相談会を開催します。
お気軽にご相談ください。

＊ ６つの機関とは…　社会福祉課福祉総合相談係、地域包括支援
センターみよし、生活サポートセンター、三次市社会福祉協議
会、三次市障害者支援センター、備北障害者就業・生活支援セ
ンターのこと。各機関の詳しい業務内容については、三次市福
祉総合相談支援センターへお問い合わせください。地　区 と　き ところ

三　和 ２月16日㈫ みわ保健センター
三良坂 ２月18日㈭ みらさか福祉センター

※事前予約不要。秘密は厳守します。
※相談時間は、いずれも10時～ 12時

と　き と　こ　ろ

1月18日（月）   9時～ 12時 みらさか福祉センター

1月20日（水）
  9時～ 12時 三次市福祉保健センター

10時～ 12時 君田保健センター

1月28日（木）
14時～ 17時 八次コミュニティセンター

  9時～ 12時 粟屋コミュニティセンター

2月  9日（火）
10時～ 15時 三次市役所吉舎支所

10時～ 15時 みわ保健センター

2月10日（水）   9時～ 12時 甲奴老人福祉センター

2月14日（日）   9時～ 12時 布野生涯学習センター

2月15日（月）   9時～ 12時 みらさか福祉センター

※�日程が変更される場合がありますので、
　ご利用の際はお問い合わせください。

■行政相談委員の相談所  無料
総務省では、国や特殊法人の仕事についての苦情の解決や
ご意見・ご要望の実現に向けて、行政相談委員による相談所
を開設しています。お気軽にご利用ください。

問 総務省中国四国管区行政評価局
 　☎（082）228-6173　 （082）228-4955

新しい手口は、突然、携帯電話が鳴り、電話に出ると
「給付金の支給が決まったので、○○－○○－○○（携
帯番号）に電話してください」という音声ガイダンス
が流れます。電話を切って指定された携帯番号にかけ
ると、音声ガイダンスで�「厚生労働省地域振興課臨時
福祉給付金自動センターです。あなたは臨時給付金対
象者です。総額○○万○○○○円あります。本日、ガ

ショートメールで個人情報を要求

不審な電話は
無視しよう！

広報みよし 2016.1月号29

各 種 相 談



広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

６日㈯
ソフトテニス広島県国体少年強化練習
ミズノ・スポーツ塾（短期集中講座／１日目）
きんさい♪フットサルリーグ2015

７日㈰ 第４回ライスカップソフトバレーボール大会
ミズノ・スポーツ塾（短期集中講座／２日目）

９日㈫ 第87回ミズノ杯パークゴルフ大会
11日（木・祝） 第11回田幸スポーツ少年団ポプラバレーボール大会

13日㈯ バレーボール指導者研修会
きんさい♪フットサルリーグ2015

14日㈰ 北支部ブロック対抗フットサル大会
16日㈫ PGともえ会月例会
20日㈯ 三次インドアソフトテニス大会（ジュニアの部）
21日㈰ 三次インドアソフトテニス大会（一般の部）
25日㈭ ミズノ・スポーツ塾（とび箱）
26日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会
27日㈯ ソフトテニス広島県国体少年強化練習
28日㈰ 第25回三次オープン卓球大会

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
７日㈰ 三次地区高等学校ソフトテニスインドア選手権大会
12日㈮ 三次高校校内マラソン大会

ミズノ・スポーツ塾【短期集中講座】
　とび箱・鉄棒の指導をメインとして、運動と遊びを
組み合わせ２日間で楽しく学べる教室を実施します！
と き 　２月６日（土）・７日（日）
◦幼児の部（年中・年長）10時～ 12時
◦小学生の部（１～３年生）13時30分～ 15時30分
定 員 　各部先着20人
参 加 費 　１人2,400円

ミズノ・スポーツ塾（とび箱教室）
と き 　２月25日（木）
◦幼　児の部（年中・年長）
　　17時～ 17時50分
◦小学生の部（１～３年生）
　　18時～ 18時50分
参 加 費 　１人800円

※�詳しくは、ミズノグループの
　ホームページをご覧ください。

申・問 広島県立みよし公園
　　　（指定管理者：ミズノグループ）
　　　☎（0824）66-3366
　　　 （0824）66-3370

広島県立みよし公園へ行こう！ 2 月の主な行事

第41回三次市民マラソン大会（みよし運動公園陸上競技場特設コース）

第24回三次義士祭奉納剣道大会（広島県立みよし公園　カルチャーセンター）

12 5
（土）

1213
（日）

三次市体育協会・三次市陸上競技協会の主催により、第
41回の大会が開催されました。

幼児から大人まで156人の参加者の皆さんは、600ｍ（親
子）・1000ｍ（小学生）・3000ｍ（中学生以上）の３種目８
組に分かれて、号砲とともにゴールに向かって走り抜きま
した。会場は子どもたちの笑顔と声援で、和やかな雰囲気
に包まれていました。

三次市剣道協会・三次ライオンズクラブの主催により、第24回の大会が開催されました。
山口県を除く中国４県の小学生から高校生まで500人もの剣士が集合。日彰館高校生徒らによる

演武に続き団体戦が行われ、優勝をめざして気迫のある試合が繰り広げられました。
試合結果、市内からの参加団体では、北

ほく
辰
しん

会
かい

Ａが小学生の部で準優勝、三次高校が高校生女子の
部で３位に入賞されました。

1000ｍの部３組（小学校３・４年コース）での力走の様子

濱
はま
　美

み
月
づき
さん（三次高校２年生）の美しい一打表彰式での北辰会の皆さん
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明けましておめでとうございます。新たな年のスタート
に思うことは何ですか？
昨年末、三次市民マラソン大会や三次義士祭奉納剣道大
会で取材に応じていただいた方に今後の目標を伺うと、

「次の大会では自身の記録を破りたい」「部活動のまと
め役としてみんなを引っ張っていきたい」など、生き生
きとしたまなざしで話してくれました。本紙を持つ皆さ
んもそれぞれ目標を掲げ、新しい年の一歩を踏み出され
ていることでしょう。

「広報みよし」も、今月の表紙で紹介しました日本剣道
形を披露した若者のように、「キリッ」とした紙面で、市
民の皆さんに役立つ情報をお届けしたいと思います。今
年も「広報みよし」をよろしくお願いします。幸

編集後記
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　講演会
ゼロという起点に立つ
～カルビー「かっぱえびせん」の
� 誕生と歩み～
　カルビー元取締役�佐久間祥雲さん
を招いて講演会を開催します。佐久間さんは三次市
出身で、カルビーを創立当初から支えられた方です。
あの「かっぱえびせん」の誕生秘話や創立時の裏話、
三次市活性化のために起業を考えている方へアドバ
イスやエールを送っていただきます。ぜひご参加く
ださい。
■と　き　２月11日（木・祝）13時30分～
■ところ　三次市民ホールきりり　サロンホール
■定　員　50人
■参加費　無料（三次市内各図書館で整理券を配布）

問 市立図書館（中央館）〒728-0013　十日市東3-14-１
 　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

行　事　名 日　　時 対　　象
三
（中央館）
次市立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861

※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。

このほんだいすき
ぷーさんの会 ２月� 6日（土）　10：30～ 乳幼児から

ぐるんぱ ２月10日（水）　10：30～ 乳幼児から

紙芝居劇団「ことり」 ２月13日（土）　10：30～ 幼児から

たんぽぽ ２月20日（土）　14：00～ 幼児から

あかちゃんと絵本の森 ２月24日（水）　10：30～ 乳幼児から

トトロの読みかたり ２月27日（土）　15：00～ 幼児から

君田図書館　　☎・ （0824）53-7050

ばんびのお話し広場 ２月� 6日（土）　14：00～ 幼児から

布野図書館　　☎・ （0824）54-2288

絵本の会｢空色のたね｣ ２月20日（土）　10：30～ 幼児から

作木図書館　　☎・ （0824）55-2610

絵本の会｢どんぐり｣ ２月18日（木）　15：30～ 幼児から

吉舎図書館　　☎・ （0824）43-4513

おはなし広場 ２月� 6日（土）　14：00～ 幼児から一般

三良坂図書館　　☎・ （0824）44-4506

おはなし会 ２月16日（火）　10：30～ 乳幼児から

三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740

読書会 ２月� 4日（木）　10：00～ 一般

絵本の広場 ２月20日（土）　14：00～ 幼児から

おひざにだっこの
おはなしタイム ２月24日（水）　10：30～ 乳幼児

甲奴図書館　　☎（0847）67-3532　 （0824）67-3538

｢へびくんのおさんぽ｣
のおはなし会 ２月20日（土）　14：00～ 幼児から一般

※日程が変更になる場合があります。
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人口総数………………………54,647人（－� 9人）
男………………………………25,853人（＋� 3人）
女………………………………28,794人（－12人）
世帯総数………………… 23,658世帯（＋９世帯）

人口の動き 12月21日現在
（　）は対前月比※外国人を含む

本庁本館前 0.080 吉舎支所前 0.114
君田支所前 0.130 三良坂支所前 0.112
布野支所前 0.144 三和支所前 0.102
作木支所前 0.112 甲奴支所前 0.126
※�測定数値は、健康に影響するレベルではありません。
※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

単位：マイクロシーベルト毎時

12月の放射線量 12月22日（火）
地上１ｍの高さで簡易測定

月間有効求職者数………………………… 872人
月間有効求人数………………………… 1,313人
月間有効求人倍率……………………… 1.51倍

求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

11月の求人・求職状況 ハローワーク三次

図書館ニュース 2月

１月の納付 納期限は
２月１日（月曜日）です

※納付相談は、いつでも気軽にご連絡ください。

【納付方法について】収納課収納係  ☎（0824）62-6127
【課税内容について】課税課市民税係  ☎（0824）62-6122

▶国民健康保険税（普通徴収７期）

▶介護保険料（普通徴収８期）

　　市民課保険年金係  ☎（0824）62-6134
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収７期）

気象庁〈三次地点〉
気象統計資料による

降水量…………………………………… 94.0㎜
平均気温…………………………………… 6.4℃
最高気温…………………………15.8℃（14日）
最低気温……………………… －2.2℃（20日）

12月の気象

※�12月１日～ 21日の気象データに基づく数値



ＮＨＫ広島放送局と三次市では、
三次市民ホールの開館を記念して

「ＮＨＫのど自慢」を実施します。
この番組は、「明るく! 楽しく! 元気よく」を
テーマに、地域の皆さんの元気な歌声を
全国にお届けします。

と き

ところ

開場／ 11 時　開演／ 11 時 45 分 
終演／ 13 時 30 分（予定）

受付／ 10 時 30 分　開始／ 11 時 45 分
結果発表／ 17 時 ( 予 定)

※応募多数の場合は250組を選出のうえ、前日の予選会にご出場いただきます。選出結果は2月26日㈮頃に発送します。
※中学生以上の方で、原則としてアマチュアの方が対象です。
（中学生は予選会・本番どちらも保護者の同伴が必要です。保護者の名前と電話番号も記入してください。）
※応募は１人（１組）につき、１通に限ります。
※グループで出場の場合は、全員の名前（ふりがな）・年齢・性別・職業を記入し、代表者がお申し込みください。
※応募後の曲目および出場者の変更はできません。

※応募多数の場合は抽選のうえ、当選・落選の結果を2月26日㈮頃に発送します。
※１歳以上のお子さんから入場整理券が必要です。
※インターネット等での売買を目的としたお申し込みは固くお断りします。なお、売買を目的としたお申し込みであると
　判明した場合は抽選対象外とさせていただきます。

【放送予定】3月20日㈰　12時15分～13時【総合テレビ・ラジオ第１／全国放送、国際放送】
 ※放送予定は変更になる場合があります。※予選会の模様は収録し、後日広島県内向けに放送する予定です。

郵便往復はがきでお申し込みください。

入場は無料ですが、入場整理券（１枚で２人入場可）が必要です。
郵便往復はがきでお申し込みください。

三次市民ホール　☎（0824）62-2222 （水曜を除く：9 時～ 17 時）
NHK 広島放送局　☎（082）504-5218 （土日・祝を除く：9 時 30 分～ 18 時 )問
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